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リ
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と
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1
日
げ
①
O
o
穎
甑
。
竃
。
欝
零
ξ
か
ら
ω
①
o
気
受
ζ
8
錠
。
ξ
へ
i

鈴

木

け禾

章

【
要
約
】
中
世
前
期
の
国
家
理
念
で
は
、
俗
人
教
育
の
低
さ
か
ら
、
い
き
お
い
聖
職
者
へ
の
依
存
度
が
ま
し
、
聖
俗
の
協
力
関
係
を
強
調
す
る
神
政
君
主
制
理

念
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
が
そ
の
代
表
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
グ
レ
．
撰
リ
ウ
ス
改
革
を
契
機
に
し
て
、
従
来
の
国
家
理
念

に
対
す
る
疑
問
が
提
繊
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
世
俗
君
主
権
は
神
に
は
由
来
せ
ず
と
し
て
、
神
政
蓉
主
制
理
念
を
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
教
皇
庁
か
ら
の
挑
戦
に
対
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ニ
世
、
ヘ
ン
リ
ー
一
世
の
時
代
に
は
、
従
蔚
の
ご
と
き
神
政
翼
主
制
理
念
の
再
確
認
が
力
説
さ
れ
た
が
、
こ
の
時

代
よ
り
み
ら
れ
る
北
仏
で
の
俗
人
教
育
の
朋
始
、
俗
人
役
人
の
綴
現
、
ヘ
ン
リ
⊥
一
世
の
君
主
国
の
確
立
な
ど
を
そ
の
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
国
家
観
の
世
俗

化
、
つ
ま
り
、
君
主
権
は
神
に
滋
来
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
な
が
ら
も
、
岡
家
活
動
自
体
の
な
か
に
国
家
存
続
の
言
論
を
み
い
だ
す
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
園
家

観
へ
の
移
行
が
み
い
だ
せ
る
（
例
　
財
務
欝
長
官
R
・
フ
ィ
ッ
ニ
ゲ
ル
、
ジ
ャ
ス
テ
ィ
シ
ア
R
・
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
、
思
想
家
ジ
ョ
ン
・
オ
ヴ
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
…
）
。

こ
の
よ
う
に
し
て
宗
教
的
社
会
、
つ
ま
り
中
世
が
、
も
っ
と
も
宗
教
的
な
事
件
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
を
契
機
に
し
て
世
俗
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
跡
づ
け
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
四
九
巻
五
号
　
［
九
六
六
年
九
月

は
　
し
　
が
　
き

〃
十
一
世
紀
ま
で
、
俗
人
で
教
育
を
う
け
た
も
の
は
い
な
か
っ
た
。

ま
た
俗
人
一
般
へ
の
教
育
も
な
か
っ
た
し
、
ど
ん
な
教
育
に
せ
よ
、

そ
れ
は
聖
職
者
の
手
に
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
、
い
な
、
全
く
と
い
っ
て

よ
い
ほ
ど
聖
職
者
の
利
益
の
た
め
に
の
み
あ
っ
た
。
國
王
や
皇
帝
の

書
記
局
（
○
財
ρ
罷
O
Φ
鴨
く
）
に
し
て
も
、
公
職
に
し
て
も
、
俗
人
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

く
、
聖
職
者
に
よ
っ
て
に
ぎ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
〃
　
こ
れ
は

W
・
ウ
ル
マ
ソ
の
言
葉
で
あ
る
が
、
ζ
れ
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
俗

人
文
欝
率
が
高
い
関
係
上
、
初
期
中
世
の
王
国
行
政
に
は
、
宗
教
人
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の
温
習
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
政
治
思
想
も
、
キ
リ
ス
ト
に
腹
潤
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
宗
教
色
豊
か
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
ラ
テ
ン

・
キ
リ
ス
ト
教
世
界
は
、
神
に
よ
っ
て
創
ら
れ
、
か
つ
統
治
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ひ
と
つ
の
共
同
体
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
共
同

体
の
構
成
要
素
、
つ
ま
り
教
界
と
俗
界
の
う
ち
、
教
界
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
俗
界
も
キ
リ
ス
ト
教
理
念
に
影
響
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
し
、
国
家
も
、
キ
リ
ス
ト
教
国
家
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

本
来
な
ち
ば
、
ロ
ー
マ
教
会
が
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
か
わ
っ
て
神
政
政

治
の
政
治
機
構
を
造
り
、
平
和
秩
序
を
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

　
　
⑤

つ
た
が
、
現
実
に
お
い
て
は
、
教
会
に
は
そ
れ
だ
け
の
実
力
が
な
く
、

国
王
を
、
キ
リ
ス
ト
教
化
し
、
神
の
恩
寵
に
よ
る
国
王
（
お
鵠
σ
q
箪
甑
騨

U
皿
）
と
し
、
戴
冠
式
に
は
塗
油
と
い
う
儀
式
を
導
入
し
、
国
家
自

体
の
キ
リ
ス
ト
教
化
、
そ
れ
を
基
礎
に
し
た
国
家
と
教
会
の
協
力
、

相
互
依
存
関
係
、
を
樹
立
し
た
。
つ
ま
り
、
国
王
は
、
神
か
ら
特
別

の
使
命
が
与
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
国
王
の
な
か
に
は
、
神
の
支

配
意
志
が
作
用
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
理
論
の
根
拠
に
は
聖
書

　
　
　
⑥

が
あ
っ
た
。
こ
の
国
王
の
神
性
を
象
徴
す
る
た
め
に
、
教
会
は
、
国

王
の
聖
職
叙
任
の
儀
式
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
儀
式
に

お
い
て
、
国
王
は
、
神
の
召
使
、
司
教
を
通
じ
て
神
の
権
威
の
一
部

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
国
王
は
普
通
の
俗
人

と
は
異
な
り
、
つ
ね
に
勤
勉
な
教
会
の
保
護
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
宗
教
会
議
を
召
集
し
、
そ
の
司
会
を
つ
と
め
た
り
、
教

会
を
建
立
し
た
り
、
僧
会
の
聖
堂
参
事
会
員
の
位
を
持
っ
た
り
、
教

会
の
行
政
に
タ
ッ
チ
し
た
り
、
司
教
、
修
道
院
長
を
任
命
し
た
り
す

る
、
神
政
君
主
制
（
叶
ン
Φ
O
O
肩
9
訟
O
き
○
昌
鍵
O
プ
ど
穏
O
《
巴
酔
丁
①
○
自
ρ
団
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
理
念
が
創
り
出
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
聖
職
者
自
身
も
王
国
の
行
政

に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
理
念
が
、
歴
史
上
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
六
世
紀
後
半
の
ロ
ン

バ
ル
ド
族
や
七
世
紀
の
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
に
お
い
て
で
あ
る
が
、

真
の
意
味
で
の
教
界
と
俗
界
の
連
合
は
、
聖
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス

を
仲
介
と
し
た
七
五
一
年
の
ピ
ピ
ソ
三
世
の
即
位
、
な
い
し
は
七
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

四
年
教
皇
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
三
世
に
よ
る
ピ
ピ
ン
の
塗
油
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
実
現
さ
れ
た
神
政
君
主
制
の
理
念
は
、
カ
ー
ル
大

　
　
　
　
　
　
⑨

帝
の
帝
国
を
へ
て
、
神
墾
胃
ー
マ
帝
国
の
オ
ヅ
ト
筆
記
、
ハ
イ
ン
リ

ヒ
三
世
、
さ
ら
に
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
ノ
ル
マ
ソ
王
朝
の
征
服
王
の
も

と
で
、
理
想
的
段
階
に
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
R
・
F
・
ベ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
教
界
と
俗
界
と
の
関
係
に
は
三

種
あ
る
と
い
う
。
一
　
現
世
よ
り
逃
避
す
る
禁
欲
的
立
場
、
一
一
聖
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職
者
の
み
に
よ
り
、
現
世
の
教
化
を
行
う
聖
職
尊
重
の
立
場
、
三

聖
職
者
が
従
属
し
て
い
る
神
性
王
権
の
活
動
を
通
じ
て
現
世
教
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

す
る
神
政
君
主
制
の
立
場
が
そ
れ
で
あ
る
。
中
世
初
期
よ
り
グ
レ
ゴ

リ
ウ
ス
改
革
（
叙
任
権
闘
争
）
の
頃
ま
で
は
、
さ
き
の
第
三
の
立
場

が
優
位
を
し
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
の
教
皇

就
任
を
契
機
と
し
て
、
第
三
の
立
場
は
最
終
的
に
否
定
さ
れ
、
第
二

の
聖
職
老
の
み
に
よ
る
現
世
教
化
の
立
場
が
強
調
さ
れ
る
に
い
た
る
。

そ
の
結
果
、
従
来
支
配
的
で
あ
っ
た
国
家
・
教
会
関
係
が
破
壊
さ
れ
、

国
王
の
神
性
が
否
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
そ
し
て
国
王
の
支
配
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

悪
そ
の
も
の
と
み
な
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
王

国
側
も
防
戦
を
は
じ
め
、
こ
こ
に
影
乾
の
戦
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
中
、
防
戦
に
ま
わ
っ
た
喚
呼
な
ど
の
世

俗
君
主
側
よ
り
、
王
国
の
体
欄
の
整
備
と
い
う
現
象
を
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
共
同
体
と
い
う
枠
を
つ
き
や
ぶ
り
、
神

学
的
証
明
の
彼
岸
に
あ
る
国
家
、
つ
ま
り
世
俗
的
国
家
の
理
念
が
生

れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
つ
い
に
は
、
こ
の
理
念
は
、
自
己
向

身
の
法
律
で
生
き
、
独
立
的
、
自
給
自
足
的
、
自
治
的
な
市
民
団
体

と
し
て
の
国
家
（
ω
叶
9
梓
Φ
）
で
あ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
国
家
観
の
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

入
を
通
じ
て
ま
す
ま
す
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
比
較
的
早
く
か
ら
王
国
的
ま
と
ま
り
を
み
せ
、

十
一
世
紀
後
半
に
お
い
て
王
国
的
統
一
を
完
成
さ
せ
た
イ
ギ
リ
ス
を

例
に
と
り
、
国
内
に
お
け
る
役
人
体
制
の
整
備
に
も
と
つ
く
王
国
機

溝
の
安
定
化
、
な
ら
び
に
、
学
校
の
成
立
に
よ
る
修
道
院
の
教
育
独

占
の
喪
失
、
そ
し
て
俗
入
の
役
人
の
出
現
な
ど
を
背
景
に
お
き
つ
つ
、

神
政
君
主
制
理
念
に
洗
礼
さ
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
王
権
が
、
グ
レ
ゴ

リ
ウ
ス
改
革
を
契
機
と
し
て
、
自
己
の
存
在
の
理
論
的
基
礎
を
ま
だ

神
政
謡
曲
制
に
お
き
つ
つ
も
、
し
だ
い
に
、
世
俗
的
部
分
を
拡
大
し
、

ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
最
初
の
世
俗
齎
主
制
（
。
。
①
。
巳
霧
ヨ
8
貧
9
団
）
に
脱

皮
し
て
い
く
過
程
を
え
が
く
つ
も
り
で
あ
る
。

　
①
乏
・
9
ぎ
p
旨
讐
｝
匹
簿
。
蔓
。
臨
℃
9
三
。
鶏
雌
δ
山
導
“
同
一
お
さ
α
巳
。

　
　
〉
σ
q
①
。
。
》
δ
①
9
℃
℃
．
δ
∴
避

　
②
　
H
げ
雀
こ
℃
’
お
O
…
望
洋
P
目
お
男
鉱
象
嘗
8
0
コ
づ
Φ
鳥
■
図
8
一
．
嵩
富
8
蔓
’

　
　
一
り
①
ρ
℃
や
H
押
嵩
9
八
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
ま
で
、
園
王
側
で
た
だ
一
人
の
著
作

　
　
家
も
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
。

　
③
9
8
0
δ
祷
ρ
勺
。
＝
銘
＄
一
巳
6
轟
簿
。
h
芸
。
峯
α
亀
。
〉
σ
q
Φ
。
。
M
菖
弩
ω
．

　
　
σ
躍
開
■
を
．
裟
a
¢
僧
旨
（
磨
噂
．
同
O
餌
臨
自
℃
．
同
O
G
Q
讐
瓢
．
メ
ギ
ー
ル
ケ
の
注
に
よ
れ

　
　
は
、
八
二
九
年
ウ
ォ
ル
ム
ス
と
バ
リ
の
会
議
で
司
教
は
d
戴
く
。
話
p
一
固
。
。
撃
昌
。
冨

　
　
①
o
o
一
〇
ω
貯
U
o
一
郁
ロ
二
三
8
冠
勺
一
ω
ヨ
9
コ
賦
。
。
。
け
。
霧
ω
o
o
＄
畠
僧
げ
黛
。
下
呂
器

　
8
℃
簿
e
ζ
冨
葺
幹
と
い
う
原
則
で
国
家
と
教
会
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
そ
の

　
後
、
こ
の
原
則
は
、
一
〇
票
嶺
O
｛
○
『
瞬
。
曽
昌
。
。
（
o
σ
．
◎
。
一
G
。
）
’
》
σ
q
O
ぴ
9
同
島
O
h
い
《
9
躬

　
　
（
0
9
Q
。
島
）
”
嵩
笹
ぎ
づ
箕
O
囲
菊
④
冒
話
（
O
σ
．
o
。
o
◎
込
Ω
）
、
さ
ら
に
は
O
冠
O
σ
蛮
O
『
貯
ω 104 （754）
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七
世
（
一
〇
七
三
）
な
ど
の
高
級
墾
職
者
に
よ
り
繰
返
さ
れ
て
い
る
。

④
G
・
パ
ラ
グ
ラ
フ
・
前
川
貞
次
郎
・
兼
岩
蕉
夫
訳
『
転
換
期
の
歴
史
』
昭
三
十

　
九
、
二
〇
三
頁
。

⑤
　
蝋
山
政
道
『
比
較
政
治
機
構
』
岩
波
全
轡
、
ニ
ニ
頁
。

⑥
ヨ
ハ
ネ
福
音
講
十
九
章
十
一
と
パ
ウ
ロ
の
“
ー
マ
人
へ
の
手
紙
十
三
嵐
鉦
。

⑦
ρ
日
巴
睾
g
。
7
9
μ
ξ
昌
届
霞
け
。
p
壼
9
蕃
銃
ρ
轟
ω
。
。
冨
な
暮
夢
0

　
6
一
琶
⑦
o
団
伴
げ
o
H
コ
く
。
ω
鉱
げ
β
お
O
O
類
器
ω
ダ
　
霞
伊
鵠
自
。
阜
σ
嘱
甥
．
切
●
切
。
浮
浮
。
窪
噛

　
℃
や
ま
ふ
ρ
＄
一
野
ρ
≦
ρ
巳
器
μ
Ω
①
簿
①
一
一
、
。
。
頸
。
・
8
曙
o
h
娼
。
一
三
。
巴

　
同
ヴ
2
σ
q
げ
漕
お
㎝
G
。
闇
℃
」
8
…
…
堀
鑑
彦
『
中
琶
紀
の
政
治
学
』
昭
十
七
、
二
四
頁
。

⑧
芝
・
9
巨
塁
p
｝
霞
簿
。
蔓
’
℃
や
・
鴛
占
9
客
9
簿
g
山
上
｝
⑦
く
巴

　
類
騨
8
穏
墨
娼
唱
噛
一
④
り
ゐ
恥
㊤
’

⑨
増
田
茜
郎
『
西
洋
中
世
世
界
の
成
立
』
岩
波
全
書
、
二
四
〇
頁
。

⑩
潟
菊
」
w
㊦
暑
。
窪
碗
9
困
艮
δ
曾
g
δ
昌
ε
、
、
9
円
巴
窪
ぎ
。
芦
。
9
噌
魯

　
ω
梓
9
叶
O
㊤
5
α
0
7
ユ
ω
餓
僻
P
ω
O
O
搾
《
．
、
℃
ワ
据
一
・

⑪
　
H
び
一
匹
二
唱
ワ
甑
i
惹
く
”
な
お
、
初
期
中
世
の
神
政
政
治
か
ら
、
叙
任
権
闘
争

　
に
よ
る
そ
の
崩
壊
ま
で
を
要
領
よ
く
ま
と
め
た
も
の
に
、
早
川
良
弥
「
俗
権
と
教

　
権
…
」
（
『
世
界
一
歴
史
』
三
）
が
あ
る
。

⑫
≦
⊆
ぎ
毘
p
》
霞
ω
8
藁
’
署
」
ご
望
簿
p
漏
。
冨
ぐ
影
。
。
ら
や
。
。
㌣
。
。
・

一
　
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
（
叙
任
権
闘
争
）

ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
と
ラ
ン
フ
ラ
ン
ク

　
一
〇
六
六
年
ウ
ィ
リ
ア
ム
征
服
王
に
よ
り
席
巻
さ
れ
て
以
後
、
イ

ギ
リ
ス
で
は
、
当
時
の
西
ヨ
！
ロ
ヅ
パ
で
最
も
ま
と
ま
り
の
あ
る
君

主
綱
国
家
が
創
り
禺
さ
れ
た
。
羅
王
を
そ
の
頂
点
に
お
き
、
中
央
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

お
い
て
は
、
聖
職
者
が
し
め
る
9
⇔
間
ざ
①
置
。
目
（
書
記
局
長
）
を
は

じ
め
と
し
て
、
世
俗
有
力
諸
候
が
も
つ
ω
富
毒
即
乙
。
。
や
o
O
器
銭
配
Φ
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
ど
の
役
人
を
お
き
、
地
方
に
お
い
て
は
、
　
シ
ャ
イ
ア
（
州
）
、
ハ

ン
ド
レ
ッ
ド
（
郡
）
の
制
度
を
前
王
朝
か
ら
受
け
つ
い
で
、
全
国
的

規
模
の
行
政
機
構
を
整
備
し
た
。

　
征
服
王
当
時
に
お
い
て
は
、
こ
の
中
央
・
地
方
の
行
政
官
に
は
、

専
門
的
役
人
が
就
任
す
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
国
王
の
蔭
属
受

封
者
（
叶
①
降
雰
⇔
け
－
陣
旨
一
O
げ
一
㊦
｛
）
な
ど
の
バ
ロ
ン
層
が
な
り
、
そ
の
貴
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

的
性
格
の
強
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
当
時
の
俗
人
の
教
養
程
度
を
み
れ
ば
、
パ
ロ
ソ
顯
内
の

文
蜜
率
は
（
当
時
の
公
文
書
は
、
主
と
し
て
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
て

い
る
た
め
に
、
ラ
テ
ン
語
が
読
め
る
か
ど
う
か
、
ま
た
書
け
る
か
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

う
か
の
能
力
で
、
文
盲
が
判
断
さ
れ
た
）
お
ど
ろ
く
ほ
ど
高
く
、
か

れ
ら
俗
人
は
、
ラ
テ
ン
語
の
公
文
書
を
主
体
と
し
た
当
時
の
行
．
政
活

動
に
は
全
く
不
向
き
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
行
政
活
動
の
か
な
め
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
重
要
な
機
関
で
あ
る
書
記
局
の
役
人
は
、
俗
人
で

は
役
立
た
ず
、
こ
こ
に
聖
職
者
、
と
く
に
教
育
を
独
占
し
た
修
道
士

の
活
躍
の
場
が
提
供
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
書
記
局
は
、
チ
ャ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

タ
の
作
製
、
法
令
の
写
し
の
作
製
な
ど
、
礪
王
行
政
の
中
心
を
な
し
、
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文
盲
で
は
と
う
て
い
務
ま
ら
ず
、
主
と
し
て
「
○
畷
鉱
。
】
声
℃
獲
麟
が

中
心
と
な
っ
て
こ
の
事
務
を
行
っ
て
い
っ
た
。
当
時
の
教
育
エ
リ
ー

ト
、
つ
ま
り
聖
職
者
階
級
と
世
俗
君
主
の
こ
の
よ
う
な
結
び
つ
き
こ

そ
、
当
時
の
国
家
理
念
を
規
定
す
る
重
要
な
前
提
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
の
場
合
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
ラ
ン
フ
ラ

ン
ク
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
王
の
側
近
に
有
力
聖
職
者
が
お
り
、
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

れ
ら
は
、
国
家
の
首
脳
と
し
て
最
高
の
政
治
的
決
定
に
参
加
し
つ
つ
、

し
た
が
っ
て
国
家
理
念
も
、
征
服
王
と
同
じ
神
政
君
主
制
の
信
奉
者

で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
征
服
王
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
都
合
の
よ

い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
軍
事
的
に
み
て
も
、
教
界
の
軍
隊
に
占
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

割
合
は
無
視
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
鴛
主
と
教
界
の
相
互
依
存
関

係
は
、
国
家
理
念
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
い

え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
国
家
と
教
会
と
の
相
互
依
存
関
係
は
、
俗
人

文
盲
率
の
高
い
中
世
前
半
期
に
あ
っ
て
は
、
必
然
的
な
も
の
と
も
い

え
よ
う
し
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
教
界
と
俗
界
と
の
均
衡
関
係
、
初
期

中
世
の
こ
の
均
衡
を
前
提
と
し
て
、
神
政
君
主
制
の
理
念
が
、
完
成

し
つ
つ
維
持
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
に
、
　
一
〇
七
　
二
年
よ
り
始
ま
っ
た
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス

改
革
の
波
が
イ
ギ
リ
ス
に
も
襲
っ
て
き
た
。
こ
の
改
革
に
対
す
る
征

服
王
の
態
度
は
、
七
六
年
の
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
宗
教
会
議
、
八

○
年
の
教
皇
へ
の
忠
誠
認
否
な
ど
か
ら
う
か
が
え
る
。
つ
ぎ
に
そ
れ

を
検
討
し
よ
う
。
な
お
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の

　
　
　
　
　
　
　
⑨

研
究
は
意
外
に
少
く
、
今
後
の
研
究
に
ま
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
結
論
を
さ
き
に
の
べ
れ
ば
、
征
服
王
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
の

教
皇
就
任
と
と
も
に
始
ま
っ
た
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の
嵐
に
抗
し
て
、

自
己
の
教
会
支
配
を
貫
徹
す
る
と
と
も
に
、
神
政
君
主
制
理
念
の
保

護
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
神
政
君
主
翻

理
念
に
も
と
づ
き
、
聞
曾
o
O
峯
鉱
。
創
O
o
計
算
⑦
（
教
権
制
的
教
義
）

に
対
抗
し
、
ノ
ル
マ
ン
王
朝
の
安
定
を
は
か
っ
沈
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
対
抗
を
可
能
に
し
た
原
因
と
し
て
、
第
一
に
は
、
グ
レ
ゴ
リ

ウ
ス
七
二
が
、
ド
イ
ツ
皇
帝
と
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
華
に
専
念
し
す

ぎ
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
を
二
次
的
に
考
え
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
第
二
に
は
、
さ
き
に
簡
単
に
ふ
れ
て
お
い
た
よ
う
に
、
俗
人

の
文
盲
率
の
高
さ
↓
聖
職
者
の
役
人
化
↓
三
界
と
俗
界
の
均
衡
ー
グ

レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
は
こ
れ
を
破
る
も
の
で
あ
る
が
一
と
い
う
聖
職
者

階
級
（
理
念
論
争
の
主
体
者
で
も
あ
る
）
と
君
主
側
の
澗
害
の
堅
固

な
一
致
梱
互
依
存
関
係
に
も
と
づ
い
て
い
た
と
い
え
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
の
場
合
と
は
異
な
り
、
第
三
に
は
、
宗
教
領
主
、
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つ
ま
り
司
教
や
修
道
院
長
の
封
建
体
制
内
へ
の
導
入
が
完
成
し
て
い

た
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
征
服
王
は
、
公
爵
時
代
の

体
制
、
な
ら
び
に
ア
ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
末
期
の
政
治
思
想
を
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
た
神
政
君
主
制
の
理
念
を
採
用
し
、
自
己
の
地
位
を
強
化
し
つ
つ
、

教
界
を
自
己
の
体
翻
内
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
。

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の
推
進
主
体
で
あ
る
教
皇
を
承
認
す
る
に
し
て

も
、
ま
た
教
皇
の
書
簡
を
う
け
と
る
に
し
て
も
、
教
皇
使
節
の
入
国

に
関
し
て
も
、
す
べ
て
国
王
ウ
ィ
リ
ア
ム
征
服
王
の
許
可
が
必
要
と

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
闘
内
に
お
け
る
聖
職
者
と

教
皇
と
の
接
触
を
切
断
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
二
期
だ
け

で
十
分
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
イ

ギ
リ
ス
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
は
、
ア
ン
セ
ル
ム
に
よ
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
禁
制
を
破
る
こ
と
に
よ
り
始
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
第
四
に
は
、
改
革
の
嵐
が
イ
ギ
リ
ス
を
襲
う
さ
い
に
、
教
皇

の
指
令
が
最
初
に
入
る
窓
口
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
の
態
度
い
か

ん
が
決
定
的
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
征
服
王
が
、
教
権
鰯
的
な

教
義
に
対
し
無
傷
で
い
ら
れ
た
の
は
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
ラ
ソ

フ
ラ
ン
ク
が
、
神
政
君
主
制
理
念
を
強
く
支
持
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
か
れ
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
へ
の
反
対
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
ラ
ソ
フ
ラ
ン
ク
は
、
イ
タ
リ
ア
出
身
の
神
学
者
・
法
律
学

者
で
あ
り
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
、
ク
リ
ユ
ニ
ー

派
に
よ
り
強
化
さ
れ
た
伝
統
的
な
國
家
・
教
会
関
係
を
維
持
し
よ
う

と
努
め
た
。
か
れ
は
、
十
一
世
紀
に
お
け
る
非
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
的
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

良
派
と
い
う
立
場
に
属
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
か
れ
は
、
教
皇

の
招
き
に
は
応
じ
ず
、
非
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
的
主
張
を
高
唱
し
て
ゆ
き
、

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
渡
英
を
阻
止
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
征

服
王
と
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
ラ
ン
フ
ラ
ン
ク
と
の
協
力
、
相
互
依

存
関
係
、
大
司
教
に
よ
る
伝
統
的
王
権
理
念
の
支
持
を
つ
う
じ
て
、

君
主
と
教
界
と
の
協
力
関
係
は
、
嶺
時
の
ド
イ
ツ
と
は
異
な
り
、
理

想
的
な
も
の
に
近
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理
由
の
ほ
か
に
、
第
五
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
ド
イ
ツ
の
場
合
に
は
、
オ
ッ
ト
諸
帝
の
時
に
み
ら
れ
た
の
だ
が
、

国
王
と
司
教
な
い
し
修
道
院
長
と
の
間
に
、
封
建
関
係
以
外
の
特
別

な
紐
帯
が
あ
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
紐
帯
と

は
、
司
教
と
修
道
院
長
の
多
く
は
、
か
つ
て
圏
王
の
書
記
局
に
つ
と

め
て
い
た
聖
職
者
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
、
国
王
へ
の
献
身
の
報
奨
と

し
て
、
司
教
職
な
い
し
修
道
院
長
の
職
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
生

れ
た
個
人
的
関
係
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
王
と
こ
れ
ら
聖
職
者

の
結
び
つ
き
は
、
想
像
以
上
に
堅
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
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現
象
は
、
カ
ヌ
ー
ト
の
統
治
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
ウ
ィ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ム
三
世
の
時
代
ま
で
つ
づ
い
た
。
征
服
王
時
代
の
多
数
の
高
級
聖
職

者
は
、
か
つ
て
は
書
記
局
の
役
人
㈱
で
あ
り
、
ま
た
一
〇
八
九
年
よ

り
一
一
〇
九
年
ま
で
の
閲
で
は
、
十
六
人
の
司
教
の
う
ち
二
人
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
、
国
家
行
政
に
従
事
せ
ず
、
ほ
か
は
す
べ
て
有
経
験
者
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
王
と
聖
職
者
間
の
堅
固
な
結
合
、
i
封
建
関
係
、

国
王
書
記
宮
↓
司
教
任
命
…
な
ど
五
つ
ほ
ど
の
現
象
を
前
提
と
し
、

イ
ギ
リ
ス
宗
教
界
の
指
導
者
ラ
ソ
フ
ラ
ン
ク
に
よ
る
神
政
君
主
制
理

念
の
主
張
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
主
唱
す
る
教
権
制
的
教
義
へ
の
反
擾

な
ど
か
ら
、
少
く
と
も
征
服
王
当
時
に
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の

波
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
打
よ
せ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
グ
レ
ゴ
リ

ウ
ス
大
教
皇
に
よ
り
主
張
さ
れ
た
神
政
署
主
制
、
神
の
恩
寵
に
よ
る

国
王
（
菊
Φ
×
σ
q
峯
熟
ピ
○
鼠
）
の
理
想
は
、
こ
の
征
服
王
の
時
に
は
、

ま
だ
無
傷
で
あ
っ
た
。

　
①
こ
の
書
記
局
長
が
何
隠
創
ら
れ
た
の
で
あ
る
の
か
目
下
論
争
が
あ
り
解
決
は
さ

　
　
れ
て
い
な
い
。
な
お
確
実
な
こ
と
は
、
　
一
〇
六
八
年
出
母
地
馨
が
は
じ
め
て

　
　
0
7
霞
さ
。
瓢
。
冠
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
前
任
蒋
に
図
。
σ
Q
o
轟
σ
巴
畠

　
　
な
る
人
物
が
い
る
が
、
こ
の
人
物
が
、
エ
ド
ワ
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Q
O
醐
口
O
訂
一
口
σ
q
’
亀
、
8
げ
㊦
H
儒
O
ρ
同
O
｛
姻
一
揮
σ
Q
巴
二
娼

　
一
昌
H
W
O
O
！
〈
二
ζ
、
、
層
唱
℃
幽
。
ゆ
窃
－
心
ρ
〉
昌
》
轟
叶
7
聴
〇
一
〇
α
q
団
O
臨
ご
d
Φ
O
毒
β
に
O
ユ
江
O
一

　
二
二
”
お
①
。
。
．
所
紋
。
と
く
に
由
賦
鼠
。
の
説
教
や
エ
ド
ワ
ー
ド
繊
雲
王
自
身
に
、

　
神
政
君
王
制
の
理
念
が
典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
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⑪
　
渚
O
ρ
導
。
さ
α
三
一
財
讐
瞬
葺
σ
q
珍
ぢ
一
℃
．
8
噛

⑫
軍
乏
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峯
①
三
葺
口
α
三
σ
q
g
罫
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弊
二
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≡
巳
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邑
（
な
ぎ
＝
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H
O
β
瓢
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冒
ご
誓
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仙
曾
∬
一
Φ
①
O
参
照
。
早
用
良
弥
「
一
〇
・
一
一
世
紀
の

　
用
手
教
会
政
策
」
、
蕗
洋
史
読
書
会
第
十
三
圃
春
季
大
会
発
表
。

⑬
．
⇔
欝
≦
。
・
尋
国
㊦
σ
貸
。
珍
斜
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一
．
戸
H
コ
宵
。
畠
郁
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。
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●
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×
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ご
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Q
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O
ロ
臨
蕎
二
ご
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切
ρ
ロ
巳
囲
　
司
ぴ
ヨ
σ
四
目
ら
窪
乙
　
図
鉾
吋
ぐ
　
》
コ
σ
q
一
9
瓢
o
H
ヨ
鱒
嵩

　
｝
山
日
日
三
馨
養
江
。
ロ
：
層
↓
’
蜀
．
鵠
．
ω
こ
　
一
8
ρ
　
＜
〇
一
．
置
≦
”
ワ
嵩
9
　
閉
’

　
O
ρ
コ
8
さ
9
託
器
7
囚
ε
σ
q
。
。
三
や
ワ
ω
G
。
層
属
噛
一
8
．

⑭
累
9
算
。
5
9
霞
。
ダ
や
。
。
・
。
噂
客
δ
館
ρ
朔
≦
三
5
、
、
6
9

　
鍍
。
器
巴
6
乙
。
囲
窪
①
ズ
。
『
葺
即
コ
囚
ぎ
σ
q
。
弓
．
ド
づ
二
三
．
Q
Q
こ
お
と
縛
娼
ワ

　
目
。
。
一
－
δ
曾
口
’
．
b
3
、
瞬
ご
↓
ぎ
窯
。
巴
ヨ
窪
O
o
昌
ρ
濤
ω
傍
．
H
㊤
①
9
℃
・
窃
9

ウ
ィ
リ
ア
ム
ニ
憧
と
聖
ア
ン
セ
ル
ム
（
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の
開
始
）

　
し
か
し
、
こ
の
神
政
君
主
綱
理
念
に
裏
打
さ
れ
た
教
界
と
俗
界
と

の
友
好
関
係
も
、
一
〇
八
九
年
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
ラ
ソ
フ
ラ
ン

ク
の
死
を
も
っ
て
、
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を

転
機
と
し
て
、
教
権
制
的
な
教
義
が
、
神
政
翼
翼
制
の
理
念
に
攻
撃

を
か
け
、
ア
ソ
グ
ロ
・
ノ
ル
マ
ソ
王
朝
の
三
家
・
教
界
関
係
に
水
を

さ
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
こ
の
教
権
制
的
教
義
に
つ
い
て
一
言
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

こ
れ
は
一
口
に
い
え
ば
、
世
界
支
配
を
め
ざ
す
教
皇
が
、
教
皇
権
は
、

聖
ピ
…
タ
ー
を
媒
介
と
し
神
と
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
し
て

教
皇
至
上
権
を
強
調
し
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
国
王
権
は
、
悪
魔

に
通
ず
る
と
し
て
王
権
の
神
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
神
政
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

主
制
の
理
念
を
も
否
定
し
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世

に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
a
9
暮
郎
ω
℃
竜
器
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
教

会
は
、
神
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
教
皇
座
は
普
遍
的
権

威
を
持
ち
、
聖
職
者
の
任
免
は
、
教
皇
の
み
が
行
い
う
る
と
し
た
。

さ
ら
に
国
家
・
教
界
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
皇
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ヌ
ス

大
帝
の
真
の
後
継
者
で
あ
り
、
教
皇
は
皇
帝
を
免
ず
る
権
利
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
し
教
皇
至
上
権
を
主
張
し
た
。
ヘ
ル
マ
ソ
・
フ
瀞
．
ソ
・
メ
ッ
ツ
へ

の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
国
王
権
は
、
人
殺
し
に
よ
り
創
り
だ
さ
れ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
で
あ
る
と
さ
れ
、
国
王
権
の
神
性
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

教
皇
側
は
、
自
ら
の
秩
序
を
、
神
1
ペ
テ
ロ
ー
教
皇
と
し
て
基
礎
づ

け
、
」
自
ら
を
．
、
鼠
。
単
二
。
。
U
①
＝
智
．
、
一
夏
鶉
σ
q
o
U
9
．
、
と
称
し
、
皇

帝
に
は
、
こ
の
称
場
の
使
用
を
禁
じ
、
く
珍
獣
慧
智
℃
器
の
称
号

し
か
許
さ
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
皇
帝
側
は
こ
れ
に
は
反
対
し
て

　
④

い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
環
し
て
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
派
は
、
神
政

君
主
翻
の
理
念
を
否
定
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
グ
レ
ゴ
リ
ゥ
ス
改
革
は
、
　
一
〇
九
　
二

年
カ
ン
タ
ベ
リ
…
大
司
教
に
聖
ア
γ
セ
ル
ム
が
就
任
し
た
時
に
は
じ
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イギリスにおけるグレゴリウス改革と国象観の世俗化（鈴木）

ま
る
。
か
れ
は
、
就
任
当
初
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
伝
統
的
形
式
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
た
が
い
、
国
王
を
自
分
の
封
建
領
主
と
し
て
み
と
め
て
い
た
。
し

か
し
彼
は
、
ハ
ロ
ル
ド
・
ゴ
ッ
ド
ウ
ィ
ソ
ソ
ソ
の
娘
○
質
雛
巳
δ
貧
へ

の
書
簡
の
中
で
、
　
『
こ
の
世
の
栄
轡
と
は
な
ん
で
す
か
。
あ
な
た
が

愛
し
て
い
る
こ
の
世
の
栄
誉
と
は
な
ん
で
す
か
。
あ
な
た
は
、
国
王

と
王
妃
の
娘
で
す
が
、
両
親
は
ど
こ
に
い
る
の
で
す
か
。
か
れ
ら
は

虫
け
ら
で
あ
り
、
ご
み
で
は
な
い
の
で
す
か
』
と
し
て
、
国
王
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
か
な
る
尊
厳
を
も
剥
奪
し
て
し
ま
う
思
想
の
持
主
で
も
あ
っ
た
。

つ
ま
り
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の
線
に
沿
っ
た
思
考
を
し
て
い
た
の
で

あ
り
、
両
者
の
反
回
は
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
ま
ず
聖
ア
ン
セ
ル
ム
と
ウ
冨
リ
ア
ム
ニ
世
と
の
間
の
対
立
の
発
端

は
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
区
の
封
建
的
性
格
に
も
と
め
ら
れ
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
古
く
か
ら
大
司
教
に
任
命
さ
れ
た
も
の
は
、
封
土
を

梢
続
し
た
も
の
と
同
じ
よ
う
に
、
王
に
一
種
の
桐
続
税
を
納
め
る
慣

習
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
慣
習
は
、
と
も
す
れ
ば
、
聖
職
売

買
罪
（
シ
モ
ニ
ア
）
の
よ
う
に
み
ら
れ
て
い
た
の
で
、
貢
納
の
型
を

と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
両
者
の
不
和
は
、
こ
の
貢
納
に
端
を
発

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
慣
習
に
も
と
づ
い
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
ニ

世
は
、
ア
ン
セ
ル
ム
に
大
司
教
叙
任
に
対
す
る
貢
納
を
要
求
し
た
。

し
か
し
聖
ア
ソ
セ
ル
ム
は
、
シ
モ
ニ
ア
に
な
る
こ
と
を
お
そ
れ
、
ウ

ィ
リ
ア
ム
の
期
待
に
反
し
て
、
少
額
五
百
ポ
ン
ド
を
献
呈
し
た
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
国
王
は
こ
れ
を
返
却
、
ア
ン
セ
ル
ム
は
安
堵
。
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

か
ら
両
者
の
不
和
が
は
じ
ま
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
聖
ア
ン
セ
ル
ム
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
ニ
世

の
衝
突
が
表
面
化
し
た
の
は
、
　
一
〇
九
五
年
二
月
ロ
ッ
キ
ソ
ガ
ム
会

議
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
会
議
で
、
全
世
俗
領
主
に
対
す
る
教
皇

権
の
絶
対
優
位
と
い
う
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の
基
本
理
念
が
導
入
さ

　
⑧

れ
た
。
国
王
側
に
は
、
タ
臼
に
騨
旨
○
｛
ω
壁
（
）
巴
巴
㎝
（
σ
置
げ
。
｝
）
o
騰

U
霞
H
嬉
旨
）
を
頂
点
と
す
る
い
わ
ゆ
る
。
古
綿
同
冨
げ
玄
珍
○
嘆
が
、

ア
ソ
セ
ル
ム
派
に
は
、
O
§
曾
開
（
配
珍
○
℃
o
h
閑
○
。
財
①
簿
興
y

劉
巴
℃
プ
い
彊
睦
欝
（
玄
ω
｝
6
℃
o
h
Ω
瓢
9
霧
8
冠
y
芝
巳
h
。
。
審
昌
（
σ
δ
ぴ
○
唱

o
h
芝
○
雑
¢
簿
興
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
立
場
を
主
張
し
た
。
国
王

側
は
、
塗
油
さ
れ
た
国
王
、
神
の
恩
寵
に
よ
る
君
王
を
認
め
る
の
に

対
し
、
ア
ン
セ
ル
ム
は
、
國
家
・
教
会
関
係
に
関
し
て
ゲ
ラ
シ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
見
解
を
発
表
し
、
こ
れ
に
対
抗
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
国
王
側
は
、
強
引
に
自
己
の
立
場
を
守
り
、
こ
の

結
果
、
一
〇
九
七
年
十
月
、
ア
ソ
セ
ル
ム
の
大
陸
亡
命
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
強
引
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ニ
世
が
、
自
己
の
教
会
支
配
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を
守
り
得
た
の
は
、
聖
職
領
主
を
封
建
的
紐
帯
の
中
に
入
れ
て
、
が

っ
ち
り
と
彼
ら
を
つ
か
ま
え
つ
づ
け
た
り
、
国
王
の
書
記
官
を
司
教

　
　
　
　
　
⑩

に
任
命
し
た
り
し
て
、
強
引
に
神
政
濡
濡
翻
理
念
を
強
化
し
、
父
の

政
策
を
ひ
き
つ
い
だ
か
ら
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
司
教
た
ち
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

国
王
ル
ー
フ
ス
に
、
神
政
君
主
制
の
理
想
を
強
制
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ニ
世
時
代
に
は
、
注
意
す
べ
き
現
象
が
あ

ら
わ
れ
た
。
父
の
時
代
と
は
異
っ
た
も
の
で
、
世
俗
役
人
の
活
躍
が

そ
れ
で
あ
る
。
後
に
、
こ
の
傾
向
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
圏
家

の
世
俗
化
、
ひ
い
て
は
、
国
家
理
念
自
体
の
世
俗
化
を
可
能
に
す
る

ひ
と
つ
の
前
提
と
な
る
の
で
、
こ
こ
で
こ
の
動
き
に
注
要
し
て
お
き

た
い
。
こ
の
世
俗
役
人
の
活
動
の
な
か
で
も
な
ん
と
い
っ
て
も
、
こ

れ
の
筆
頭
は
、
勾
餌
爵
麗
剛
㌶
霞
ぴ
鷲
α
で
あ
ろ
う
。
か
れ
は
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
一
世
の
書
記
局
で
、
国
璽
の
管
理
者
と
し
て
蹴
発
し
、
国
王

の
役
人
と
し
て
、
国
王
に
献
身
的
に
奉
仕
し
、
つ
い
に
は
、
ヨ
霧
学

欝
φ
営
①
嫉
Φ
o
暮
。
触
く
。
ご
馨
㊤
江
の
お
σ
Q
昼
①
と
な
り
、
旨
ω
註
9
鎚
に
近

い
地
位
に
ま
で
昇
り
、
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
出
納
所
（
霞
①
ρ
の
錘
団
）

を
基
盤
に
し
て
活
躍
し
、
最
後
に
は
、
ダ
ラ
ム
司
教
に
ま
で
な
っ
た

人
物
で
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ニ
世
は
、
こ
の
フ
ラ
ム
バ
ー
ド
を
筆
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
す
る
一
群
の
専
門
的
役
人
に
と
り
か
こ
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ゥ
ス
改
革
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
破
減
的
状

態
を
考
慮
し
て
、
国
家
の
役
人
の
な
か
に
お
け
る
聖
職
者
的
要
素
を

拭
い
さ
ろ
う
と
し
た
国
王
の
意
志
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ

ヶ
。
以
上
の
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
，
ウ
ィ
リ
ア
ム
挙
世
は
、

専
門
的
役
人
を
採
用
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
と
に
か
く
グ
レ
ゴ
リ

ウ
ス
改
革
の
波
を
切
り
ぬ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
教
皇
ウ
ル

バ
ヌ
ス
ニ
世
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
に
た
い
す
る
消
極
酌
な
態
度
も

あ
ず
か
っ
て
力
が
あ
っ
た
こ
と
も
っ
け
加
え
て
お
く
。
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ω
8
ω
8
覧
ω
ω
鑑
ヨ
O
蛋
。
霊
ω
℃
℃
吋
。
蕊
β
罐
護
p
Φ

　
　
｝
6
ヨ
。
器
σ
q
一
ω
鑓
O
ε
。
・
①
ω
酔
、
．
幽

　
⑥
同
三
島
二
℃
．
①
G
。
▼
正
夢
ρ
、
．
ρ
9
鳥
①
琢
σ
q
δ
二
ρ
5
葺
象
～
ρ
忌
住
ω
ω
峠

　
　
£
δ
相
通
ヨ
勉
ψ
｝
男
一
一
㌶
話
σ
q
参
簿
触
Φ
σ
q
ぎ
拶
㊦
営
富
江
「
d
ぴ
一
も
・
厳
二
層
く
霞
ヨ
。
ω

　
　
簿
℃
巳
≦
。
・
ω
琶
二
．
．
。

　
⑦
聖
ア
ソ
セ
ル
ム
ス
・
長
沢
信
寿
訳
『
プ
ロ
ス
ロ
ギ
オ
ソ
』
岩
波
文
庫
、
昭
十
七

　
年
、
　
一
六
一
二
・
四
宵
蝋
。
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前
掲
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ニ
ハ
五
頁
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罫
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び
雲
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冒
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℃
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⑨
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⑦
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①
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①
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ρ
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瓢
9
霞
。
一
〇
八
九
年
！
一
一
〇
九
年
目
で
の
十
六
人
の
司
教
の
内
十
四

　
人
が
、
行
政
官
～
司
教
の
遊
を
歩
ん
だ
。
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占
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ω
・
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尊
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ユ
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嵩
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謬
ぽ
。
伽
ロ
。
蔦
。
嶺
8
峠
ず
Φ

　
》
山
ヨ
帥
謬
冨
＃
p
什
一
く
。
頃
富
伸
。
「
腰
噛
℃
や
一
Φ
1
ゆ
O
…
｝
．
い
．
℃
0
9
ρ
朗
同
。
ヨ
ご
。
導
－

　
。
・
O
伊
図
切
8
〆
9
二
品
轟
曽
O
㊤
同
け
β
ユ
弘
霧
伊
郊
勺
・
類
O
I
鮮

ヘ
ン
リ
ー
　
世
と
聖
ア
ン
セ
ル
ム

　
ゥ
ィ
リ
ア
ム
ニ
世
の
死
去
は
、
肇
ア
ソ
セ
ル
ム
の
亡
命
中
に
お
こ

っ
た
事
件
で
あ
っ
た
。
一
一
〇
〇
年
ウ
ィ
リ
ア
ム
ニ
世
に
か
わ
り
、

ヘ
ン
リ
ー
一
世
が
即
位
し
た
が
、
最
初
は
、
国
王
の
即
位
や
結
婚
問

題
な
ど
が
か
ら
ん
で
、
国
王
と
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
の
間
は
円
滑

に
い
く
の
で
あ
る
。
し
か
．
し
、
司
教
叙
任
お
よ
び
王
に
対
す
る
忠
誠

の
誓
の
閥
題
を
め
ぐ
っ
て
、
再
び
両
者
の
閥
に
紛
糾
が
起
っ
た
。
つ

ま
り
、
王
は
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
を
含
む
す
べ
て
の
臣
下
を
、
あ

ら
た
め
て
叙
任
す
る
と
い
い
だ
し
た
が
、
し
か
し
、
ア
ソ
セ
ル
ム
は
、

．
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
、
両
老
の
閾
に
争
が
再
燃

し
た
。
こ
の
た
び
の
ロ
ー
マ
教
皇
は
、
パ
ス
カ
ー
リ
ス
雪
靴
で
、
グ

レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
の
真
の
後
継
潜
で
あ
っ
た
た
め
、
教
皇
は
聖
ア
ソ

セ
ル
ム
を
支
持
し
王
の
要
求
を
拒
絶
し
た
。
こ
こ
に
再
び
グ
レ
ゴ
リ

ゥ
ス
改
革
の
嵐
が
イ
ギ
リ
ス
に
入
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

強
硬
・
ハ
ス
カ
ー
リ
ス
ニ
世
は
、
諸
般
の
事
情
よ
り
ヘ
ン
リ
ー
一
世
と

事
を
か
ま
え
る
の
を
さ
け
た
い
意
向
で
あ
っ
た
が
．
叙
任
の
聞
題
に

つ
い
て
は
強
硬
な
態
度
を
く
ず
さ
ず
、
つ
い
に
は
、
ヘ
ン
リ
ー
の
側

近
力
◎
げ
①
簿
鼠
客
2
貯
P
O
鶏
9
理
α
o
｛
綴
。
噌
一
湾
を
破
門
で
も
っ
て113 （763）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

お
ど
か
し
、
両
者
の
闘
争
は
頂
点
に
達
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ヘ
ン
リ
ー
側
も
、
ア
ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
王
家
と
の

連
続
、
ノ
ル
マ
ン
王
権
の
古
さ
な
ど
を
主
張
し
、
神
政
君
主
糊
の
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

念
を
確
認
し
て
、
自
己
の
立
場
を
守
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
難
局
も
、
聖
ア
ソ
セ
ル
ム
側
と
ヘ
ン
リ
ー
側
、
さ

ら
に
は
教
皇
の
思
惑
が
か
ら
み
あ
い
、
急
転
直
下
解
決
の
方
向
へ
と

進
ん
で
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
ア
ソ
セ
ル
ム
は
第
二
回
目
の
追
放
に
っ

か
れ
、
帰
還
を
ね
が
い
、
大
司
教
の
務
め
を
は
た
し
た
い
と
願
う
。

他
方
、
ヘ
ン
リ
ー
は
、
教
会
と
友
好
関
係
を
確
立
し
、
ノ
ル
マ
ン
デ

ィ
ー
征
服
に
全
力
を
投
入
し
た
く
思
っ
た
し
、
教
皇
の
方
も
、
ヘ
ン

リ
ー
一
世
を
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
の
十
字
軍
へ
の
参
加
を
含
み

と
し
つ
つ
、
一
一
〇
五
年
、
妥
協
点
が
み
い
だ
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

国
王
は
叙
任
権
を
放
棄
す
る
が
、
司
教
も
他
の
臣
下
と
同
じ
よ
う
に

忠
誠
の
誓
い
を
し
、
封
建
臣
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
い
う
線

が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
も
と
づ
き
、
一
一
〇
七
年
八
月

国
家
と
教
会
と
の
政
教
条
約
（
コ
ン
コ
ル
ダ
ー
ト
）
が
結
ば
れ
、
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ギ
リ
ス
に
お
け
る
叙
任
権
闘
争
は
終
っ
た
。

　
以
上
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
に
つ
い
て
略
述
し
て
き
た
が
、
ド
イ

ツ
に
く
ら
べ
て
、
そ
の
期
間
が
大
変
短
い
の
に
気
が
つ
く
。
し
か
し
、

そ
の
与
え
た
影
響
は
、
イ
ギ
リ
ス
史
に
と
っ
て
、
無
視
で
き
な
い
も

の
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
、
つ
ぎ
に
は
そ
の
影
響
に
つ
い
て
の
べ
よ
う
。

　
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の
影
響
で
ま
ず
第
一
に
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
国
家
理
念
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
変
化
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
神
政
君
主
制
理
念
を
否
定
す
る
型
で
、
国
王
の
神
性
を

認
め
な
か
っ
た
教
権
制
的
教
義
に
対
し
て
、
第
二
、
三
節
で
そ
れ
ぞ

れ
詳
細
に
論
ず
る
が
、
二
つ
の
対
応
の
仕
方
が
あ
っ
た
。
こ
の
ひ
と

つ
は
、
　
一
度
否
定
さ
れ
た
神
政
君
主
制
を
再
び
確
認
し
て
い
こ
う
と

い
う
動
き
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
古
い
も
の
の
再
確
認
で
あ
り
、
な

ん
ら
新
し
い
方
向
を
打
ち
だ
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
新
し
い

方
向
を
み
せ
た
の
が
、
第
二
の
対
応
の
仕
方
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

神
性
を
否
定
さ
れ
た
国
家
が
そ
れ
自
体
の
存
在
を
そ
の
ま
ま
認
め
て

い
く
理
念
、
い
い
か
え
れ
ば
国
家
理
念
の
世
俗
化
が
、
そ
れ
で
あ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
で
も
っ
て
完
全
に
世
俗
化
し
た
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
神
的
な
も
の
と
世
俗
的
な
も
の
の
う
ち
、
後
者
に
力
点

が
う
つ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は

次
節
で
の
べ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
後
者
に
関
連
し
て
、
現
実
の
行

政
組
織
上
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
べ
て
お
き
た
い
。

　
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ニ
世
と
同
様
、
ヘ
ン
リ
ー
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一
世
を
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
君
主
制
と
教
会
と
の
協
力
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

相
互
依
存
関
係
に
対
し
て
暗
黙
の
危
機
感
を
与
え
た
。
つ
ま
り
、
ド

イ
ツ
に
お
い
て
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
教
会
勢
力
と
教
皇
と
が
結
び
つ

き
、
王
権
を
窮
地
に
立
た
せ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
に
、
ヘ
ン
リ
ー

一
惜
・
．
。
邑
薮
§
霧
巴
①
σ
・
・
鉾
示
さ
れ
・
か
つ
そ
の
編

纂
が
象
越
し
て
い
る
役
人
体
潮
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
な
か

に
、
純
粋
な
、
職
業
的
行
政
官
の
導
入
に
つ
と
め
た
。
行
政
機
構
の

な
か
に
修
道
士
を
使
用
す
る
と
い
う
父
征
服
王
の
政
策
を
変
更
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

そ
の
か
わ
り
に
世
俗
の
書
記
を
使
用
し
は
じ
め
た
。
　
（
こ
れ
を
可
能

に
し
た
の
は
、
教
育
の
修
道
院
に
よ
る
独
占
の
喪
失
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
後
述
）
。
　
そ
し
て
、
そ
の
典
型
は
、
ヘ
ン
リ
ー
一
世
治
世
後
半

を
完
全
に
牛
耳
っ
た
園
○
σ
q
巽
。
圏
も
。
巴
置
σ
霞
目
に
み
い
だ
せ
る
で
あ

ろ
知
。
か
れ
は
、
身
分
の
低
い
ノ
ル
マ
ソ
の
聖
職
者
出
身
で
あ
っ
た

が
、
姻
王
の
行
致
官
と
し
て
、
哨
○
蜜
巴
馨
①
≦
鍵
鼻
。
｝
三
二
。
①
間
ざ
び

σ
尻
げ
。
℃
o
h
O
Q
巳
訪
び
霞
ざ
甘
ω
鉱
9
鐙
と
国
家
の
最
高
の
要
職
に
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

き
、
国
王
の
主
要
助
雷
者
と
し
て
、
国
家
行
政
を
動
か
し
た
。
も
ち

ろ
ん
名
目
的
に
は
教
会
人
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
専
門
的
な
官
僚
と
し

て
、
国
王
の
利
益
を
徹
底
的
に
追
求
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
團
王
は
、
聖
俗
領
主
か
ら
の
軍
事
負
担
へ
の
依
存
軽
減

を
園
的
と
し
て
、
　
『
軍
役
代
納
金
』
の
制
度
を
拡
張
し
、
こ
の
か
わ

り
に
傭
兵
を
多
数
使
用
し
た
。
な
お
、
こ
の
制
度
が
効
果
的
に
働
き

う
る
た
め
に
は
、
エ
ク
ス
チ
ェ
カ
ー
（
財
務
府
）
が
成
立
し
て
い
る

こ
と
が
前
提
と
な
る
が
、
ヘ
ン
リ
ー
一
世
時
代
に
は
、
こ
れ
が
整
備

　
⑨

さ
れ
、
役
人
体
制
の
中
で
占
め
る
位
置
を
大
き
く
し
て
い
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
⑩

は
た
し
か
で
あ
る
。
若
干
の
特
許
状
に
み
え
る
こ
の
役
所
の
名
前
や
、

一
一
三
〇
年
に
，
こ
の
役
所
の
文
書
℃
言
。
菊
9
置
が
編
纂
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

い
る
な
ど
、
こ
の
組
織
の
確
立
を
示
す
史
料
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
財
務
府
の
指
導
的
な
役
人
8
器
霧
類
症
に
な
っ
た
の

が
、
ロ
ジ
ァ
・
オ
ヴ
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
…
の
甥
で
、
ラ
オ
ン
校
（
U
ρ
o
昌
）

に
留
学
し
教
育
を
う
け
た
瓢
農
露
O
h
国
ξ
で
あ
る
こ
と
も
、
新
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
型
の
役
人
と
し
て
注
屠
さ
れ
る
。
な
お
こ
の
息
空
。
げ
ρ
銭
麟
欝

密
σ
Q
巴
は
、
『
財
務
府
対
話
篇
』
を
あ
ら
わ
し
た
8
お
霧
霞
禽
で
あ

る
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
く
。
そ
の
ほ
か
、
同
じ
く
ラ
オ
ソ
校
で
研

究
し
各
地
を
遍
歴
し
、
財
務
府
に
お
け
る
計
算
技
術
を
発
展
さ
せ
た

と
考
え
ら
れ
る
〉
α
輸
卒
α
も
、
役
人
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
学
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

だ
が
、
注
賢
し
て
よ
か
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
ニ
ゲ
ル
・
オ
ヴ
・
イ
リ
や
ア
デ
ラ
ル
ド
の
例
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
ヘ
ン
リ
ー
一
世
時
代
に
は
、
北
仏
を
中
心
と
し
て
、
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⑭

o
簿
げ
㊦
飢
夕
暮
ω
9
さ
9
が
隆
盛
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
修
道
院
が
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

て
い
た
教
育
の
独
占
体
制
が
破
ら
れ
て
ゆ
き
、
そ
れ
に
つ
れ
て
、
俗

人
の
な
か
に
お
け
る
文
事
が
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
減
少
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
君
主
制
国
家
の
行
政
組
織
の
発
展
に
み
あ
う
新
し
い
種
類

の
役
人
の
供
給
源
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
新
し
い
学
校
1
後
に
大
学
と
な
る
も
の
も
あ
る
一
の
発
展
は
、
役

人
自
体
の
世
俗
化
の
前
提
と
な
る
べ
き
現
象
と
し
て
銘
記
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
学
校
教
膏
の
イ
ギ
リ
ス
史
に
与
え
た
影
響
を
み
れ
ば
、
た

と
え
ば
、
芝
津
β
旨
。
｛
○
曾
σ
①
障
（
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
＝
三
二

一
三
六
）
一
〉
一
Φ
X
帥
跡
α
Φ
円
（
リ
ン
カ
ソ
司
網
教
一
　
一
二
一
ニ
ー
四
［
八
）
一
｝
一
σ
Q
節
目

（
ク
ー
タ
ソ
ス
司
教
＝
三
訂
ー
五
ど
≧
σ
・
巴
（
イ
リ
司
教
二
三
三

－
六
九
）
…
男
。
ぴ
①
答
　
（
エ
ク
シ
タ
司
教
一
一
三
八
…
五
五
）
な
ど
は
、

北
仏
留
学
生
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
、
．
ア
レ
キ
サ
ン
ダ

ー
と
ニ
ゲ
ル
は
、
前
記
ロ
ジ
ァ
・
オ
ヴ
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
甥
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

あ
り
、
か
れ
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
ヘ
ン

リ
ー
一
世
時
代
の
書
記
局
長
幻
§
巳
h
の
恩
子
た
ち
も
う
オ
ソ
校
に

派
遣
さ
れ
て
お
物
こ
れ
ら
学
校
は
・
修
道
院
に
よ
る
教
育
の
独
占

を
破
り
、
新
し
い
知
的
エ
リ
ー
ト
の
創
出
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
で

あ
る
。
中
世
初
期
の
文
盲
状
態
よ
り
み
て
塗
家
が
必
然
的
に
聖
職
者

に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
か
ら
、
新
し
い
方
向
へ
の
可
能

性
を
生
み
だ
し
た
も
の
と
し
て
、
こ
の
学
校
の
出
現
は
注
旨
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
は
、
他
方
、
シ
ト
i
派
修
道
院
運
動
に
代
表
さ
れ
る
修
道
院

自
体
の
現
実
か
ら
の
逃
避
と
も
関
連
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
修
道
士
の
行
政
へ
の
参
加
を
撞
否
し
て

い
っ
た
こ
と
も
、
学
校
の
出
現
と
は
、
野
臥
の
関
係
に
あ
り
、
重
要

と
い
え
よ
う
。

　
①
魏
ア
ソ
セ
ル
ム
『
プ
p
ス
ロ
ギ
オ
ソ
』
一
七
二
・
三
頁
。
多
6
窪
8
弓
・
O
ぎ
匿

　
　
目
貫
醤
ヨ
α
Q
珍
昼
．
唱
ワ
置
①
頴
即
昌
α
や
貿
㊤
・

　
②
回
望
鳥
‘
鳴
や
霜
ω
簿

　
③
O
冨
剛
ω
8
℃
g
同
ヒ
d
δ
。
ぎ
暫
閏
8
ヨ
艶
二
巴
8
瓢
2
蔓
昌
囲
－
。
。
鳶
点
卜
。
↓
b
。
・

　
　
や
δ
b
。
｝
客
9
艮
。
び
。
や
鼠
伴
こ
唱
ワ
誤
Φ
占
O
…
堂
簿
p
鼠
①
a
①
〈
巴
凝
一
ω
紅

　
　
伴
O
戦
♂
唱
．
Q
。
軋
9
聖
ア
ン
セ
ル
ム
軌
騎
掲
激
肖
、
　
一
七
四
頁
。
　
N
・
カ
ン
タ
ー
に
よ
れ

　
　
ば
、
こ
の
結
果
、
ヘ
ン
リ
ー
一
世
は
紳
政
君
王
催
の
理
念
を
か
な
ぐ
り
す
て
て
、

　
　
権
力
の
墓
礎
を
神
性
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
肖
分
の
行
政
組
織
に
求
め
た
と
し
て

　
　
い
る
。

　
⑳
客
O
穿
。
簿
g
層
竃
。
島
。
〈
巴
蛋
ω
梓
。
昌
噂
℃
ワ
ω
義
や

　
⑤
　
P
ρ
σ
o
嘗
σ
q
㌶
ω
（
a
γ
淘
ロ
α
q
一
一
珍
賦
冨
ε
ユ
。
巴
U
o
2
ヨ
⑦
艮
q
晦
・
H
霧
G
。
・

　
　
℃
ワ
爵
b
。
ゐ
ご
ρ
冒
7
塁
。
嵩
（
O
α
）
’
O
μ
巴
。
σ
q
島
鳥
Φ
ω
o
鴛
8
「
陣
ρ
一
8
ρ
℃
や

　
　
這
o
Q
I
δ
㎝
…
麟
．
瓢
巴
｝
層
灘
。
鳥
切
O
O
オ
。
｛
¢
拓
国
呂
0
7
①
ρ
目
巽
一
Q
O
り
の
’
℃
ワ
o
o
O
o
Q
－

　
　
G
。
雛
旧
○
層
譲
．
乏
ヴ
搾
ρ
．
．
6
7
0
鵠
O
信
の
0
7
0
置
O
｛
9
0
累
O
コ
5
ρ
O
醤
ぎ
σ
q
。
・
二
剛
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、
り
労
・
置
・
ω
二
＜
o
ピ
Q
。
P
お
癖
。
。
嘲
勺
や
．
憲
“
1
感
帆
’
ホ
ワ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の

　
文
面
に
記
入
さ
れ
て
い
る
窟
職
は
、
給
料
と
現
物
給
与
と
に
よ
っ
て
五
階
級
に
分

　
類
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り

　
晶
弟
一
　
〇
げ
餌
昌
。
⑦
二
〇
巴
…
ω
け
。
ノ
＜
麟
畠
山
ρ
竃
餌
q
ゆ
叶
。
憎
σ
鶴
鉱
⑦
び
叢
餌
ω
酔
¢
門
0
7
ρ
旨
げ
⇔
酢

　
　
吋
冨
陣
望
円
話
騨
ω
葺
鶏
”
O
O
昌
ω
叶
斜
σ
ざ
。
・
．
0
7
ρ
琴
O
窯
O
独
は
こ
れ
ら
の
う
ち
最

　
　
高
で
宮
廷
内
外
で
一
日
鷲
シ
リ
ン
グ
と
現
物
給
与
、
他
は
宮
廷
外
五
シ
リ
ン
グ
、

　
　
宮
廷
内
三
シ
リ
ン
グ
六
ぺ
γ
ス
と
現
物
給
与
で
あ
る
。

　
㎞
第
二
　
征
人
の
蜜
ρ
簿
①
戦
　
U
冨
喝
⑦
湧
㊦
湯
．
　
窺
僻
馨
o
H
O
｛
二
九
け
冒
σ
q
O
賊
δ
o
噛

　
　
○
一
④
ユ
門
O
騰
　
二
H
O
　
o
ウ
唱
O
鵠
O
O
　
O
｛
　
伴
7
Φ
　
ぴ
弓
⑦
9
傭
　
欝
嵩
α
　
♂
＜
同
日
①
一
　
】
）
O
℃
ロ
汁
唄

　
　
o
｝
二
二
σ
㊦
ユ
巴
”
o
楠
ヨ
欝
ω
盆
同
0
7
騨
ヨ
ぴ
。
覧
巴
ロ
・
お
よ
そ
ニ
シ
リ
ン
グ
と
現

　
　
物
給
与
。

　
第
三
　
国
窪
蔓
鳥
㊦
ご
℃
。
窪
Φ
譜
曳
書
α
即
。
σ
Q
舞
U
．
9
一
ζ
（
》
器
翼
騨
導

　
　
O
蝋
畠
Φ
℃
鐸
仲
《
O
O
笥
簿
僧
σ
8
自
◎
γ
｝
O
げ
轟
げ
げ
①
ヨ
即
野
晒
O
同
三
時
『
ω
げ
㊤
同
評
〆
ぐ
＝
ご
㊤
謹

　
　
窯
9
巨
儒
巨
巌
（
0
7
㊤
筥
σ
⑦
ユ
巴
鄭
O
｛
℃
鉱
く
嘱
唱
‘
掃
も
隠
①
山
②
℃
餌
ニ
ヨ
⑦
コ
叶
）
。
晶
腿
二

　
　
彰
は
密
廷
内
一
四
ペ
ン
ス
、
宮
廷
外
ニ
シ
リ
ン
グ
と
現
物
一
山
与
。
後
者
は
、
つ

　
　
ね
に
一
四
ペ
ン
ス
と
現
物
給
与
。

　
第
四
　
〇
冨
娼
。
類
ω
o
円
ω
宮
廷
［
外
十
九
ペ
ン
ス
、
宮
廷
三
十
ペ
ン
ス
と
現
物
給
与
・
。

　
第
五
　
小
さ
な
も
の
で
、
賃
金
よ
り
は
む
し
ろ
食
料
給
付
。
Ω
デ
｝
0
7
諺
。
昌
¢
昌
q

　
　
麟
．
諺
’
O
「
O
⇒
障
O
嚇
男
O
σ
q
O
⑳
汁
ρ
図
④
㎝
自
ヨ
〉
鵠
σ
q
一
〇
－
累
O
同
ヨ
β
3
四
二
O
憎
嬬
ヨ
．
一
〇
①
①
一

　
　
一
δ
穿
く
。
一
・
轟
（
＝
O
O
I
＝
ω
㎝
）
’
ぎ
窪
。
曾
。
瓢
8
も
大
変
参
考
に
な
る
。

⑥
客
9
募
。
ゴ
鍔
。
a
④
く
無
類
艸
ω
8
4
辱
署
・
。
。
注
｛
．

⑦
客
9
導
。
び
、
．
響
ざ
9
｛
ω
富
o
h
慈
。
ω
8
ヨ
ソ
ー
H
9
δ
。
。
焦
。
同
ω
旨
噛
δ
G
。
？

　
一
一
ω
9
．
、
　
》
諺
．
　
出
■
　
切
二
一
㊤
①
O
I
①
一
矯
　
＜
O
一
．
α
9
で
e
切
一
一
　
H
）
答
仲
P
　
6
げ
β
同
O
μ
ご

　
内
一
二
σ
q
藍
玉
ワ
℃
や
b
Ω
⑩
刈
ー
ト
つ
り
Q
Q
．

⑧
≦
。
ω
ご
。
℃
．
9
f
署
し
甲
。
。
■
μ
ジ
ァ
は
、
脅
分
の
ま
わ
り
に
訓
練
し
た
行

　
政
嘗
〔
役
人
）
の
一
群
を
持
っ
て
い
た
。

（
③
　
い
○
・
勺
話
q
α
ブ
’
．
苫
誉
．
、
♂
〈
伊
脱
節
瓢
島
萄
一
瓢
ヨ
ぎ
。
凹
石
ゆ
一
δ
〉
昌
σ
q
ご
－
腐
。
触
毛
鍵
回

　
の
け
斜
8
0
㌦
．
膚
暫
即
．
寓
’
ω
ζ
の
け
7
0
e
O
ユ
O
㏄
甲
一
り
a
合
℃
ワ
一
㊤
一
駆
ω
の
乏
’
蛮
O
＝
一
切
仲
⑦
鉾

　
蜜
一
＝
伸
僻
同
《
○
「
α
q
餌
鳥
冨
ρ
菖
O
冨
O
｛
壌
O
『
ヨ
騨
轟
　
掲
コ
σ
q
一
儀
諺
9
同
O
O
摯
唱
℃
「
一
⑦
刈
1

　
い
。
一
α
…
蜜
沢
需
岸
『
イ
ギ
リ
ス
封
建
王
翻
の
展
延
に
つ
い
て
』
史
林
酋
一
・
四
、

　
一
三
頁
、
佐
藤
伊
久
男
『
イ
ギ
リ
ス
封
建
欄
の
発
達
過
程
に
お
け
る
政
治
的
権
力

　
漁
構
肱
川
』
史
学
維
錨
両
、
七
十
四
∵
縣
、
十
五
・
二
一
頁
。

⑩
ω
’
甲
O
ξ
葺
お
ρ
諺
P
ぎ
葺
＆
∬
。
怠
O
P
℃
や
b
。
デ
ω
卜
。
．
ヘ
ン
リ
ー
一
世
治

　
批
末
年
ま
で
に
は
、
Ω
彰
ヨ
σ
窪
よ
り
、
目
当
9
三
宝
の
分
離
、
図
蓉
7
8
鐸
窪

　
組
織
が
生
れ
て
い
た
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
ヘ
ソ
リ
」
一
世
の
時
に
は
、
本
来
の
Ω
霞
ヨ
σ
o
戦
は
、

　
　
一
　
〇
騨
ヨ
O
冠
費
O
叫
切
Φ
α
O
ゴ
ρ
罎
σ
O
『
　
　
津
2
Q
摩
け
①
戦
O
ぴ
騨
雪
げ
2
、
一
ρ
凶
鵠

　
　
二
　
〇
ρ
ヨ
①
触
ρ
O
¢
二
〇
　
　
山
O
℃
ζ
訟
O
ω
O
鴨
げ
げ
O
ヨ
僻
舞
O
増
0
7
卑
ヨ
げ
⑦
二
9
陣
戸

　
　
三
　
↓
お
ρ
旨
蔓
　
　
。
ξ
旨
σ
震
言
一
器
。
h
笹
。
目
岩
霧
ロ
蔓
（
多
分
α
。
M
）
午

　
　
　
甑
O
ψ
O
｛
仲
｝
μ
①
ロ
同
氏
伍
仲
①
『
O
げ
麟
二
日
σ
O
＝
P
凶
一
同
）
、
肋
佼
、
ヘ
ソ
“
リ
ー
一
世
血
爪
年
ま

　
　
　
で
に
、
ヨ
ρ
簿
霞
。
げ
㊤
日
σ
霧
一
理
コ
と
同
格
の
霞
①
㊤
ω
霞
霞
に
よ
り
管
理
。

　
　
　
こ
れ
は
↓
話
ρ
碧
篤
団
の
重
要
性
増
大
を
意
味
す
る
。

　
　
エ
ク
ス
チ
ェ
カ
（
財
務
府
）
に
つ
い
て
の
史
料
〃
は
、
ヘ
ン
リ
ー
一
世
の
治
世
の

　
　
　
は
じ
め
よ
り
み
ら
れ
る
　
（
沸
曲
．
参
照
）
。
十
一
批
紀
末
な
い
し
十
二
世
紀
の

　
　
　
初
め
ご
・
ろ
、
ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
よ
り
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
0
7
騨
ユ
O
匂
。
唱
Φ
二
陣
鵡
）
¢
伸
ρ
一
一
掃
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ω
り
同
7
0
司
O
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一
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建
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欝
ロ
幹
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》
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司
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出
信
纂
－
℃
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①
ω
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よ
れ
ば
、
　
〃
征

　
　
　
服
颪
後
ハ
霧
葺
震
げ
O
契
ω
詩
思
。
O
。
一
三
器
ω
汁
）
に
ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
は
、

　
　
　
チ
ェ
ィ
γ
パ
ー
よ
り
分
離
し
、
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
閲
定
さ
れ
た
。
…
…

　
　
　
（
会
計
検
査
の
権
限
が
ド
レ
ジ
ャ
リ
ー
よ
り
は
な
れ
て
）
、
非
當
に
早
い
時
・
期

　
　
　
に
、
チ
ェ
イ
ソ
バ
…
や
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
よ
り
は
な
れ

　
　
　
て
、
財
部
府
が
作
ら
れ
た
”
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
と
に
か
く
、
制
度
酌

　
　
　
に
確
立
す
る
の
は
．
ヘ
ソ
リ
…
一
世
の
隠
代
で
あ
ろ
う
。

　
　
H
）
．
6
．
U
O
＝
σ
q
一
ρ
q
n
－
図
．
鵠
．
O
二
く
O
門
H
が
で
マ
幽
o
O
の
！
㊤
帥
＝
自
℃
勺
・
㎝
の
り
一
㎝
o
Q
ω
…
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乙
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ワ
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Φ
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二

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
へ
の
対
応
（
一
）

　
　
一
…
1
神
政
君
主
舗
理
念
の
再
確
認
1

　
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
譜
図
に
よ
り
ま
き
お
こ
さ
れ
た
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改

革
の
波
は
、
世
界
支
配
を
穆
ざ
す
教
皇
至
上
権
に
も
と
づ
い
て
、
皇

帝
権
な
ら
び
に
国
王
権
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
世
俗
権
力
の
、
教
皇
へ
の

従
属
を
要
求
し
た
。
こ
れ
の
現
実
の
政
治
に
お
け
る
影
響
は
、
前
節

で
の
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
へ
こ
の
現
実
の
政
治
に
対
す
る
影

響
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
闘
争
は
、
多
分
に
理
念
に
お
け
る
争

い
と
い
う
色
彩
を
お
び
て
い
た
が
た
め
に
、
つ
ま
り
王
権
の
理
論
的

基
礎
に
対
す
る
教
皇
側
の
攻
撃
、
こ
の
攻
撃
に
対
抗
し
て
、
世
俗
君

主
側
に
お
け
る
、
膚
己
の
理
論
約
裏
付
へ
の
要
請
、
逆
に
教
皇
側
へ

の
反
撃
と
い
う
現
象
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
こ
の

μ
！
マ
教
皇
側
の
絶
対
権
に
対
し
て
、
世
俗
霜
主
が
、
理
論
的
に
ど

の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
を
の
べ
る
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
こ
の

対
応
策
に
は
、
国
家
自
体
の
発
展
の
度
合
に
し
た
が
っ
て
、
二
種
類

あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
君
主
権
が
、
そ
れ
自
体
で
、
そ
の
理
論
的

根
拠
と
な
り
う
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
な
い
段
階
に
お
い
て
は
、
灘

主
権
の
基
礎
づ
け
に
神
の
存
在
を
必
要
と
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま

で
の
鴛
主
権
基
礎
づ
け
の
理
論
、
神
政
君
主
制
理
念
の
再
確
認
、
強

化
の
方
向
が
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
対
応
は
、
国
家

自
体
の
世
俗
化
が
進
行
し
、
役
人
一
塁
が
充
分
に
発
展
し
て
い
る
場

合
に
生
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
園
家
の
基
礎
を
も
は
や
神

学
に
求
め
な
く
て
も
、
国
家
自
体
で
そ
の
存
在
理
由
が
み
つ
け
ら
れ
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イギリスにおけるグレゴリウス改革と國家観の世俗化（鈴木）

る
場
合
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
君
主
の
神
的
基
礎
に
こ
だ
わ
る

必
要
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
学
舎
で
あ
っ
た
。
国
家
観
臼
体
の
世
俗

化
が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
ま
ず
、
前
者
の
代
表

的
見
解
と
し
て
、
　
「
ヨ
ー
ク
の
匿
名
著
作
家
」
　
（
寡
0
3
、
日
○
霧
○
｛

く
。
葺
）
・
二
十
プ
O
｛
歪
㊦
弓
矯
噌
プ
、
o
q
｛
O
｝
峯
答
謬
ω
の
三
人
を
挙

　
①

げ
て
、
神
政
翼
主
制
理
念
の
再
確
認
を
説
明
し
て
お
く
。
後
者
の
例

は
、
次
節
に
ま
わ
す
。

ヨ
ー
ク
の
匿
名
著
作
家

　
十
一
世
紀
後
半
よ
り
十
二
世
紀
前
半
に
か
か
れ
た
こ
の
論
文
で
は
、

古
風
な
伝
統
的
な
神
政
君
主
制
を
支
持
し
て
い
る
。
著
者
に
つ
い
て

は
、
G
・
H
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
が
、
こ
の
論
文
は
、
ヨ
ー
ク
と
も
、

ま
た
一
応
影
野
と
目
さ
れ
て
い
た
ヨ
ー
ク
大
司
教
Q
①
鑓
註
と
も
全

く
無
関
係
で
、
む
し
ろ
ル
ー
ア
ン
と
関
係
し
、
と
く
に
ル
ー
ア
ン
大

司
教
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
な
い
し
は
そ
の
側
近
の
一
人
が
こ
の
論
文
を
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
た
と
し
て
、
通
説
を
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
　
一

応
、
R
・
ベ
ー
マ
ア
や
N
・
カ
ン
タ
ー
の
通
説
に
し
た
が
っ
て
、
論

　
　
　
　
　
③

を
進
め
て
い
く
。

　
こ
の
「
ヨ
ー
ク
匿
名
著
作
家
」
の
論
文
は
、
全
体
の
う
ち
、
少
く

と
も
六
編
は
、
奇
妙
な
こ
と
に
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
派
の
理
念
を
支

持
し
た
も
の
で
あ
り
、
の
こ
り
の
十
三
編
の
伝
統
的
王
権
理
念
を
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

持
し
た
も
の
と
全
く
矛
盾
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
著
者
複
数
論
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

導
び
き
だ
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ク
大

司
教
ゲ
ラ
ル
ド
の
立
場
が
、
途
中
で
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
と
対
応

し
た
現
象
と
考
え
ら
れ
、
ま
す
ま
す
著
者
が
ゲ
ラ
ル
ド
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
さ
て
、
こ
の
論
文
の
王
権
に
対
す
る
考
え
方
を
紹
介
し
よ
う
。
王

権
に
関
し
て
は
、
二
四
a
の
論
文
で
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の

箇
所
を
や
や
長
い
も
の
で
あ
る
が
引
用
し
て
お
く
。

　
神
の
権
威
と
聖
な
る
教
父
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
、
国
王
は
、
神
の
教

会
内
の
聖
な
る
祭
壇
の
前
で
、
聖
別
さ
れ
（
o
o
塁
。
象
舜
簿
自
）
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
、
つ
ま
り
主
の
人
民
、
神
の
聖
な
る
教
会
へ
の
支
配
権
を
行
使
す
べ

く
、
聖
な
る
油
に
よ
り
塗
油
さ
れ
、
聖
な
る
祝
福
を
与
え
ら
れ
た
。
…
…

荒
言
の
権
威
は
、
神
の
権
威
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
の
権
威
は
、
自
然
を

と
お
し
て
行
使
さ
れ
た
よ
う
に
、
国
王
の
権
威
は
、
恩
寵
を
通
し
て
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
か
れ
は
、
単
な
る
一
人
間
と
し
て
で
は
な
く
、
恩
寵
を

通
し
て
、
神
と
な
リ
キ
リ
ス
ト
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
す
べ
て
の
こ
と
を

な
し
た
。
…
…
本
来
、
か
く
も
多
く
の
ま
た
か
く
も
大
き
な
祝
福
を
う
け
、
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か
く
も
多
く
の
ま
た
か
く
も
大
き
な
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
よ
り
聖
別
さ
れ
か

　
つ
神
と
さ
れ
た
国
王
よ
り
上
位
の
も
の
が
、
お
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
た
と
え
多
く
そ
し
て
同
等
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
は
な
い
に
し
て
も
、
よ
り

　
大
き
な
か
つ
よ
り
良
い
祝
福
を
受
け
、
神
に
よ
り
大
き
く
か
つ
よ
り
高
く

　
聖
別
さ
れ
か
つ
さ
さ
げ
ら
れ
た
人
も
お
ら
な
い
。
こ
の
た
め
国
王
と
同
等

　
の
も
の
も
お
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
か
れ
は
、
主
よ
り
塗
油
を
う
け
、

　
恩
寵
に
よ
り
神
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
俗
人
と
よ
ば
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
か
れ
は
、
聖
な
る
教
会
の
最
高
の
支
配
者
で
あ
り
、
主
要
な
牧
師
で
あ
り
、

　
主
人
で
あ
り
、
保
護
老
で
あ
り
、
教
師
で
あ
る
。
ま
た
か
れ
の
同
胞
を
支

　
配
す
る
領
主
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
々
に
よ
り
あ
が
め
ら
れ
る
に
価
す
る

　
領
主
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
か
れ
は
、
主
要
な
か
つ
最
高
の
聖
職
老
で

　
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
司
教
が
、
か
れ
を
聖
別
す
る
と
い
っ
て
も
、
か
れ
が

　
司
教
よ
り
下
位
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
上
位
の
も
の

　
が
、
下
位
の
も
の
に
よ
り
、
聖
別
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
た
び
た
び
お
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
文
章
よ
り
明
ら
か
な
ご
と
く
、
「
ヨ
ー
ク
大
司
教
ゲ
ラ
ル
ド
は
、

初
期
中
世
の
、
古
い
伝
統
的
な
神
政
君
主
制
の
理
念
を
再
確
認
し
た

の
で
あ
る
。
国
王
は
、
塗
油
（
量
。
就
○
）
に
よ
り
神
性
が
与
え
ら
れ
、

吋
①
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×
。
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ρ
o
窪
α
o
ω
①
珠
と
し
て
の
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の
地
位
が
確
認
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た
。

か
く
し
て
こ
こ
で
は
、
神
の
恩
寵
に
よ
る
国
王
理
念
、
神
政
君
主
制

理
念
が
擁
護
さ
れ
た
。
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財
ヨ
①
ひ
囚
冒
。
げ
。
貿
喚
声
ω
雷
欝
げ
言
　
朝
コ
α
q
ぴ
嵩
“
q
昌
仙
　
累
o
H
営
㊤
出
a
⑦
陣
ヨ

　
　
×
H
ロ
富
山
メ
囲
H
冒
ゴ
三
差
嵩
α
⑦
冨
梓
、
H
G
。
O
P
唱
・
ひ
。
①
餅

　
④
客
O
霧
8
5
0
冨
門
。
7
ヨ
鐸
α
q
切
鉱
℃
・
℃
」
ミ
霧
血
翠
δ
①
し
①
8

　
⑤
℃
．
凄
募
”
、
、
u
魯
搾
p
σ
Q
ぎ
冨
》
き
a
、
ヨ
。
器
く
。
嵩
く
。
L
内
．
．
藁
簿
。
嵩
－

　
　
珍
。
ψ
冒
寓
σ
β
o
ダ
湯
（
お
霧
）
摯
℃
．
漂
H
沖

　
⑥
客
O
婁
8
さ
Ω
回
旨
g
し
く
冒
α
q
ω
三
ワ
電
・
一
Φ
マ
b
。
・
客
・
。
。
。
伊

　
⑦
○
’
瓢
．
名
三
冨
ヨ
～
。
℃
・
g
け
二
℃
℃
・
3
α
占
。
。
O
・

ヒ
ユ
ー
・
オ
ヴ
・
フ
ル
リ
ー

　
フ
ル
リ
i
修
道
院
は
、
ク
リ
ユ
ニ
ー
修
道
院
と
結
び
つ
い
て
お
り
、

か
れ
は
、
そ
こ
の
修
道
士
で
あ
っ
た
。
か
れ
の
論
文
は
、
目
」
B
9
暮
話

9
器
σ
Q
置
℃
0
8
。
。
群
言
論
議
。
①
a
o
夢
切
a
σ
Q
巳
疹
3
（
二
〇
二
一
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二
〇
恥
）
で
あ
り
、
こ
れ
で
、
保
守
的
な
グ
リ
ユ
ニ
ー
的
立
場
を
強

調
し
て
い
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
世
俗
君
主
権
の
道
徳
的
な
性
格
を

認
め
な
い
の
に
反
対
し
、
社
会
の
正
し
い
秩
序
の
た
め
に
、
君
主
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

教
会
よ
り
優
位
に
お
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
か
れ
が

提
案
し
た
教
説
は
、
征
服
王
王
家
と
の
特
別
な
関
係
に
よ
り
、
ヘ
ン

リ
ー
一
世
と
そ
の
側
近
を
員
あ
て
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
衷
た
そ
の

た
め
そ
の
影
響
力
も
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

　
か
れ
は
、
ま
ず
、
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
国
王
の
権
威
と
聖
職
者

の
権
威
と
の
間
に
み
ら
れ
る
不
和
を
鑑
み
て
、
両
者
を
分
け
て
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
誤
り
を
指
摘
す
る
た
め
に
こ
の
小
冊
子
を
書
い
た
こ
と
を
の
べ
る
。

そ
し
て
つ
ぎ
に
、
教
皇
側
の
見
解
を
紹
介
す
る
。

　
　
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
、
国
王
は
そ
の
起
源
を
た
ど
れ
ば
、
神
か
ら
で
は

　
な
く
、
神
を
無
視
し
、
高
慢
、
強
無
、
不
信
、
殺
人
そ
し
て
最
後
に
あ
ら

　
ゆ
る
罪
を
お
か
し
、
こ
の
世
の
創
生
期
に
悪
魔
に
そ
そ
の
か
さ
れ
、
盲
目

　
的
な
欲
望
と
、
書
く
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
ど
の
無
礼
と
無
鉄
砲
さ
で
、
同

　
胞
を
支
配
し
よ
う
と
し
た
人
々
に
起
源
を
持
っ
て
い
た
、
と
主
張
す
る
人

　
が
い
る
。

と
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
の
、
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
メ
ッ
ッ
に
あ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

書
簡
を
ひ
き
あ
い
に
出
す
。
そ
し
て
、
こ
の
見
解
が
い
か
に
く
だ
ら

な
い
謬
見
で
あ
る
か
を
証
明
す
る
。

　
　
こ
の
見
解
は
い
か
に
つ
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
は
、
『
神
に
よ
ら
な

　
い
権
威
は
な
く
、
お
お
よ
そ
存
在
し
て
い
る
権
威
は
、
す
べ
て
神
に
よ
っ

　
て
立
て
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
』
　
（
ロ
マ
書
十
三
章
一
）
と
の
べ
て

　
い
る
使
徒
の
手
紙
よ
り
証
明
で
き
る
。
こ
の
意
見
に
よ
り
、
王
の
権
威
は
、

　
人
々
で
は
な
く
、
神
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
、
こ
の
世
に
お
か
れ
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
フ
ル
リ
ー
の
修
道
土
は
、
伝
統
的
な
神
政
書
主

湖
の
理
念
を
確
認
す
る
。
さ
ら
に
、
か
れ
は
論
を
進
め
、
・

　
　
『
こ
の
世
が
統
治
さ
れ
る
二
つ
の
主
要
な
権
威
は
、
国
王
の
も
の
と
墾

　
職
老
の
も
の
で
あ
る
』
。
山
王
で
あ
り
岡
時
に
聖
職
者
で
あ
る
主
キ
リ
ス

　
ト
は
、
最
も
聖
な
る
神
秘
に
よ
っ
て
の
み
、
彼
自
身
の
人
格
の
な
か
に
そ

　
れ
ら
二
つ
の
権
威
を
お
び
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

と
し
て
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
の
見
解
を
紹
介
し
て
の
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
表
　
　
象
》

　
　
自
分
の
王
国
内
で
は
、
国
王
は
、
全
能
な
父
の
イ
メ
ー
ジ
を
え
て
い
る

　
よ
う
で
あ
り
、
司
教
は
キ
リ
ス
ト
の
そ
れ
を
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

　
窃
然
の
理
で
は
な
く
、
順
序
の
理
か
ら
、
息
は
父
に
従
属
し
て
い
る
の
だ

　
か
ら
、
王
國
の
す
べ
て
の
司
教
が
、
国
王
に
従
属
し
て
い
る
の
が
み
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
て
も
、
あ
や
ま
り
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

と
主
張
し
、
こ
こ
で
王
権
と
教
権
の
二
元
論
を
明
ら
か
に
し
、
か
つ
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後
巻
が
前
者
に
従
属
す
べ
き
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
王

の
積
極
的
な
役
割
を
も
規
定
し
て
、

　
　
国
王
の
職
務
は
、
彼
に
従
属
し
て
い
る
人
々
を
誤
り
よ
り
正
し
、
平
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
と
正
義
の
狭
い
道
に
か
れ
ら
を
よ
び
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

と
し
て
、
王
権
の
役
割
を
の
べ
て
い
る
。

　
「
ヨ
ー
ク
の
匿
名
著
作
家
」
に
比
べ
て
、
王
権
の
擁
護
に
関
し
て

は
穏
健
で
あ
り
、
匹
灘
σ
q
－
鷲
圃
塁
け
の
理
想
よ
り
は
、
嘉
賞
と
教
権
の

二
元
主
義
を
弁
護
し
て
い
る
。
最
後
に
、
か
れ
は

　
　
司
教
は
（
聖
職
春
や
人
々
に
よ
り
、
教
会
の
習
慣
に
し
た
が
っ
て
、
え

　
ら
ば
れ
よ
う
と
も
、
国
王
は
、
い
か
な
る
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
、
暴
政

　
の
ご
と
く
、
選
ば
れ
た
人
物
に
、
暴
力
を
ふ
る
っ
て
は
い
け
な
い
し
、
妨

　
害
し
て
も
い
け
な
い
が
、
し
か
し
、
正
当
な
聖
職
任
命
式
に
は
同
意
を
与

　
え
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…
選
挙
後
、
選
ば
れ
た
司
教
は
、
国
王
の
手
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
指
環
や
杖
で
は
な
く
、
世
俗
的
な
も
の
の
叙
任
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　
大
司
教
か
ら
、
指
環
と
杖
と
を
う
け
と
り
、
教
会
の
序
列
内
に
、
魂
の
救

　
済
を
う
け
る
べ
き
で
あ
る
。

と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
一
〇
七
年
の
政
教
条
約
へ
の
道
を
開
い
た
。

こ
の
な
か
に
あ
る
ぎ
く
①
ω
江
貯
養
B
お
2
ヨ
。
。
①
o
¢
書
目
貯
ヨ
と
は
、

も
ち
ろ
ん
、
国
王
へ
の
忠
誠
の
誓
い
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
に
か

く
、
イ
ギ
リ
ス
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
は
こ
の
線
で
落
着
い
た
の
で

あ
る
。

　
①
累
。
塁
8
5
0
ざ
乙
ご
穴
一
謎
ω
ε
ワ
署
．
卜
。
卜
。
？
b
。
ω
倉
。
ω
℃
噸
や
匿
。
。
．

　
②
　
∪
一
簿
ρ
竃
巴
δ
く
巴
鵠
睡
ω
δ
目
楼
層
℃
．
認
ご
　
踏
㊤
霧
ご
。
び
霧
0
7
郎
嘗
”
徴
。
－

　
　
a
⑦
〈
鉱
　
頃
爲
§
p
三
ω
ヨ
　
ヨ
　
峠
げ
。
　
い
罵
。
餌
5
（
一
≦
甑
峠
ヨ
σ
q
。
。
o
囲
　
｝
〇
一
＝
日
o
h

　
　
ω
巴
訪
げ
貿
周
ざ
ち
㎝
ρ
娼
ワ
愈
一
濤
．

　
③
峯
9
簿
。
が
O
宮
岩
ダ
℃
や
挿
悼
。
。
山
O
．
諸
§

　
④
⑤
⑥
⑦
　
ぎ
乙
二
℃
や
給
。
。
1
ω
O
．

　
⑧
H
三
尉
こ
や
8
ド

イ
ヴ
ォ
・
オ
ヴ
・
シ
ャ
ル
ト
ル

　
最
後
に
、
シ
ャ
ル
ト
ル
の
司
教
イ
ヴ
ォ
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
か
れ

は
、
現
存
の
社
会
体
制
は
、
教
会
法
が
描
く
社
会
と
は
全
く
根
反
し
、

矛
盾
し
て
い
る
が
、
既
存
の
制
度
の
ほ
う
が
、
書
物
や
神
学
の
理
論

よ
り
優
越
し
て
い
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
現
存
の
秩
序
は
、
世
俗
の

な
か
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
聖
職
者
の
な
か
に
も
多
く
の
支
持
を

得
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
秩
序
を
す
て
さ
る
こ
と
は
、
大
き

な
混
乱
を
ひ
き
お
こ
す
の
で
、
思
慮
あ
る
抗
議
と
漸
進
的
改
革
で
、

改
革
派
の
人
々
は
満
足
七
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
き
わ
め
て
現
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

肯
定
的
な
立
場
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
は
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
こ
れ
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ら
の
論
客
は
、
王
権
が
神
に
由
来
す
る
と
い
う
理
念
を
、
全
力
を
あ

げ
て
論
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の
渦
中

な
い
し
は
熱
さ
め
や
ら
ぬ
時
期
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
や

む
を
得
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
①
客
’
O
碧
8
ゴ
客
①
a
。
〈
a
護
の
仲
。
蔓
も
．
。
。
悼
ご
。
…
p
O
ぎ
憎
。
7
図
ヨ
σ
q
－

　
　
巴
瓢
7
℃
唱
■
熱
⊃
8
1
悼
δ
・

三

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
へ
の
射
応
（
二
）

　
－
国
家
理
念
の
世
俗
化
～

　
前
節
に
お
い
て
、
神
政
君
主
制
の
理
念
の
再
確
認
に
つ
い
て
の
べ

た
。
し
か
し
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の
余
波
は
、
こ
れ
だ
け
で
と
ど

ま
ら
ず
、
国
家
機
構
の
整
備
と
い
う
事
実
を
背
景
に
し
て
、
国
家
理

念
の
世
俗
化
、
つ
ま
リ
セ
オ
ク
ラ
シ
ー
的
思
考
を
つ
き
や
ぶ
り
、
ま

た
神
学
的
証
明
の
彼
岸
に
お
い
て
国
家
を
基
礎
づ
け
る
と
い
う
方
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
も
生
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
世
俗
化
の
最
も
早
い
例
と
し
て
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
に
ど
れ

だ
け
影
響
を
与
え
た
か
は
十
分
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

ラ
ウ
テ
ソ
バ
ッ
ハ
の
マ
ネ
ゴ
ル
ト
が
、
十
一
世
紀
八
十
年
代
、
ザ
ル

ツ
ブ
ル
ク
の
大
司
教
ゲ
ー
プ
ハ
ル
ト
に
あ
て
た
書
簡
が
挙
げ
ら
れ
よ

②う
。
か
れ
は
、
教
皇
側
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
、
こ
と
も
あ
ろ
う

に
、
人
民
主
権
理
念
を
も
っ
て
、
世
俗
広
益
側
の
神
政
君
主
欄
理
念

に
攻
撃
を
加
え
た
。
つ
ま
り
、
国
家
権
力
の
本
源
的
な
担
い
手
は
人

民
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
権
力
を
、
人
民
全
体
で
行
使
す
る
こ
と

は
と
う
て
い
不
可
能
ゆ
え
、
支
配
者
に
委
譲
し
た
の
で
あ
る
と
し
て
、

こ
こ
に
、
人
民
の
抵
抗
権
を
認
め
た
の
で
る
。
こ
の
理
念
は
、
教
皇

側
に
と
っ
て
も
危
険
な
思
想
で
あ
っ
た
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
こ
れ
を

国
王
側
が
利
用
す
れ
ば
、
教
皇
か
ら
の
攻
撃
の
彼
岸
に
国
家
を
お
く

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
人
民
主
権
論
か
ら
す
る
国
家
理

念
は
、
そ
の
世
俗
化
の
第
一
歩
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
の
世
俗
化
国
家
理
念
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
後
に
ジ

ヨ
ソ
・
オ
ヴ
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
に
よ
り
発
展
、
展
開
さ
せ
ら
れ
る

政
治
理
乱
で
あ
る
・
こ
れ
は
£
；
二
年
マ
ル
大
司
教
霞
苓

Φ
σ
①
冨
が
、
後
に
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
西
半
分
を
領
土
に
持
ち
、

ア
ソ
ジ
ェ
ヴ
ァ
ソ
王
朝
の
創
設
者
と
な
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
二
世
の
父
ア

ソ
ジ
ュ
ー
伯
に
あ
て
た
一
書
の
な
か
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
あ
な
た
は
、
あ
る
誓
（
十
字
軍
へ
の
）
を
た
て
た
。
し
か
し
、
神
は
あ

　
な
た
に
、
一
つ
の
職
務
を
与
え
た
。
あ
な
た
は
旅
を
し
て
塗
者
の
記
念
物

　
の
と
こ
ろ
へ
い
け
る
だ
ろ
う
が
、
職
務
を
は
た
し
て
も
聖
者
は
あ
な
た
を
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お
ぼ
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
旅
の
成
果
で
も
っ
て
、
職
務
の
破
棄
を
お
ぎ
な

う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
よ
く
考
え
て
み
た
ま
え
。
そ
う
す
れ
ば
、

た
だ
ち
に
、
楯
を
す
て
、
剣
を
心
隔
に
か
え
、
す
ぐ
に
出
て
い
き
、
愉
快

な
仲
間
に
頒
わ
り
た
ま
え
。
か
れ
ら
は
、
ソ
ロ
モ
ン
が
い
う
よ
う
に
、
旅

の
車
中
と
同
じ
く
良
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
、
行
政
の
成
果
が
、

こ
れ
よ
り
大
き
く
、
か
つ
望
ま
し
い
も
の
で
あ
れ
ば
一
だ
れ
も
あ
え
て

否
定
は
し
な
い
だ
ろ
う
－
自
分
の
宮
殿
に
と
ど
ま
り
、
悩
ん
で
い
る
も

の
を
助
け
、
す
べ
て
が
あ
な
た
の
た
め
に
生
き
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
た

め
に
生
き
よ
。
国
象
（
同
鉱
喝
¢
σ
凱
。
器
）
の
た
め
に
生
き
よ
。
そ
れ
の
た

め
に
昼
夜
兼
行
で
働
け
。
依
枯
贔
夙
せ
ず
、
差
別
の
な
い
こ
と
を
、
自
分

の
三
三
の
宗
と
し
、
法
に
よ
り
禽
分
を
支
配
し
、
愛
に
よ
り
家
臣
を
支
配

　
④

せ
よ
。

　
こ
の
引
用
文
か
ら
、
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
ツ
ー
ル
の
大
司
教

は
、
世
俗
領
主
に
、
政
治
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
十
字
軍
の

遠
征
と
い
う
宗
教
学
の
奉
仕
よ
り
も
、
伯
領
内
に
お
け
る
世
俗
社
会

秩
序
の
尊
厳
性
を
強
調
し
、
そ
れ
へ
の
奉
仕
こ
そ
君
主
最
高
の
義
務

と
断
定
し
、
か
つ
伯
に
こ
れ
を
す
す
め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
大
司
教

と
て
、
宗
教
の
重
要
性
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
力
点

は
世
俗
的
行
政
に
お
か
れ
、
　
い
わ
ば
、
基
礎
は
、
神
政
君
主
制
理

念
に
の
つ
か
か
り
な
が
ら
も
、
世
俗
的
行
為
を
強
調
し
て
い
る
立
場

が
と
ら
れ
て
い
る
。
形
容
矛
盾
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
ま
ず
神

政
慰
主
制
理
念
の
世
俗
化
が
行
な
わ
れ
た
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の

渦
中
を
通
り
す
ぎ
た
時
期
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
正
当
な
国
家
活
動

自
体
を
尊
厳
な
も
の
と
見
な
し
、
そ
れ
宙
体
に
意
味
を
み
い
だ
す
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
世
俗
化
へ
の
一
歩
前
進
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に

の
べ
ら
れ
て
い
る
思
想
は
、
息
ヘ
ン
リ
ー
二
世
の
政
治
思
想
に
も
影

響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
し
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ヴ
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
の

℃
o
に
。
毒
註
。
器
の
な
か
の
暴
君
殺
三
論
へ
と
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。　

つ
ぎ
に
、
　
一
一
五
四
年
よ
リ
ヘ
ソ
リ
i
二
世
を
中
心
と
し
た
新
霜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

主
国
（
諸
①
≦
冨
。
コ
鴛
。
び
蜜
）
の
建
設
の
下
で
の
国
家
の
考
え
方
を
間

題
と
し
た
い
。

　
①
H
・
ヘ
ル
ビ
ヅ
ク
・
樺
山
紘
一
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
働
の
人
民
主
権
理
念
i
十

　
　
一
一
十
四
世
紀
に
お
け
る
そ
の
理
論
…
駈
史
学
雑
誌
七
五
編
四
号
、
一
工
八
頁
。

　
②
　
　
晶
削
掲
込
七
二
、
　
ゴ
一
山
ハ
質
。

　
③
即
乏
噛
ω
。
暮
冨
讐
’
摩
お
鎧
ρ
一
二
農
。
｛
筈
⑦
罫
α
巳
㊦
》
α
q
旦
で
る
9

　
④
剛
玄
9
旨
（
ぽ
』
同
伊
国
g
ざ
σ
・
ゲ
劃
く
。
｝
．
謹
”
§
）

　
⑤
　
P
ρ
ω
鎚
一
。
伊
目
お
窯
㊦
a
。
く
巴
蜀
。
毒
費
賦
9
帰
。
。
o
｛
国
援
一
p
邑
．
署
・

　
　
も
。
卜
。
し
几
塗
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イギリスにおけるグレゴリウス改革と岡1家観の世俗化（鈴木）

ヘ
ン
リ
ー
二
世
の
役
人
た
ち
（
囲
α
。
プ
鍵
〔
醐
甥
霧
N
器
σ
q
2
と
欝
詳
細
隔
（
甲
『
ヲ
、
一
ε

　
さ
て
、
本
節
で
は
、
ヘ
ン
リ
ー
二
世
治
下
に
お
け
る
役
人
体
鰯
の

発
展
状
況
な
ら
び
に
役
人
自
体
の
性
格
を
分
析
し
、
ω
①
。
三
鴛
ヨ
？

昌
霞
9
賓
の
実
体
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
役
人
の
な

か
の
代
表
者
を
つ
か
ま
え
、
神
政
鱈
主
欄
の
亜
種
で
あ
る
が
、
そ
の

著
作
の
な
か
に
表
明
さ
れ
て
い
る
世
俗
化
さ
れ
た
国
家
理
念
を
析
出

す
る
。

　
ま
ず
、
具
体
的
に
、
ヘ
ン
リ
ー
二
世
当
時
に
お
け
る
役
人
体
欄
の

整
備
状
況
な
い
し
、
役
人
自
体
の
性
格
を
検
討
し
て
お
く
。

　
一
般
的
な
状
態
を
、
S
・
B
・
ク
ラ
イ
ム
ズ
の
一
文
を
借
用
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

叙
述
し
て
お
け
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
一
一
八
九
年
ご
ろ
ま
で
に
、
宮
廷
の
な
か
か
ら
、
　
「
国
」
の
行
政
機
関

と
「
一
」
の
役
人
と
の
発
達
し
て
ゆ
く
あ
の
諜
程
が
大
幅
に
進
展
し
た
。

文
書
部
（
O
プ
窪
8
望
）
と
財
務
部
（
国
×
o
｝
峯
ρ
信
霞
）
が
は
っ
き
り
と
独

立
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
独
自
の
機
能
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
首
長
で
あ
る
文
書
部
長
窟
（
O
冨
昌
＄
嵩
鶏
）
が
高
い

地
位
と
尊
厳
を
持
つ
役
人
と
な
っ
た
。
そ
し
て
力
点
は
国
王
の
使
用
人
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
半
ば
大
臣
の
性
格
を
持
つ
、
圏
の
大
官

と
い
う
地
位
を
、
徐
々
に
獲
得
し
っ
っ
あ
っ
た
。
財
務
部
慧
、
こ
の
機
関

　
の
創
設
者
の
ひ
と
り
が
、
一
一
七
七
年
ご
ろ
著
わ
し
た
行
政
に
か
ん
す
る

　
我
国
最
初
の
論
策
で
あ
る
例
の
有
名
な
「
財
務
部
職
務
教
程
」
に
お
い
て

　
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
財
務
行
政
と
会
計
検
査
に
か
ん
し
て
の

　
賢
明
で
巧
妙
な
構
成
を
も
つ
、
規
則
の
と
と
の
い
、
組
織
の
ゆ
き
と
ど
い

　
た
財
務
担
当
の
機
関
と
な
っ
た
。

　
こ
の
文
章
の
前
半
部
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
冨
琴
①
蔓
（
書
記
局
）

は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
一
世
時
代
鎮
q
げ
Φ
詳
名
巴
紳
興
に
よ
り
完
成
さ
れ
、

一
編
九
九
年
か
ら
、
書
記
局
の
文
書
に
は
か
な
ら
ず
写
し
を
残
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

お
く
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
局
の
三
度
的
確
立
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
。
財
務
府
に
つ
い
て
も
、
　
〃
ヘ
ン
リ
ー
二
世
の
治

世
に
は
、
正
式
の
部
局
の
印
章
を
持
つ
財
務
府
が
、
ヨ
ー
μ
ッ
パ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

お
い
て
最
初
に
分
化
し
た
政
府
の
部
局
と
な
る
に
至
っ
た
〃
の
で
あ

り
、
こ
の
時
代
の
発
展
は
闘
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
に
、

こ
の
府
の
長
官
男
け
｝
属
乙
閃
搾
N
濱
お
鉱
に
よ
っ
て
a
巴
○
σ
Q
戸
紡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

自
①
ω
o
簿
o
o
貧
δ
（
二
七
九
）
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
こ
と
も
、
　
こ
れ
を

象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
物
に
は
、
国
王
の
政
策

を
実
行
す
る
に
さ
い
し
、
財
務
府
の
役
人
が
い
か
な
る
役
割
を
は
た

し
た
の
か
、
ま
た
こ
の
役
人
が
国
王
の
意
志
以
外
の
い
か
な
る
命
令

に
も
し
た
が
わ
な
い
と
い
う
窟
僚
的
態
度
が
し
る
さ
れ
て
お
り
、
さ

1ユ25 （775）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ら
に
は
、
こ
れ
が
十
分
に
確
立
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
対
話
篇
に
よ
れ
ば
、
財
務
府
は
、
か
つ
て
は
ト
レ
ジ
ャ
リ
ー

で
あ
っ
た
下
級
財
務
府
（
ぎ
譜
鴨
島
ω
o
蓉
。
鍵
皆
ヨ
）
と
、
会
計
検
査

院
で
あ
る
上
級
財
務
府
（
ω
d
「
℃
①
巴
戸
彊
。
農
　
ω
O
ρ
O
O
品
目
掃
督
昌
P
）
の
二
つ
か
ら

な
っ
て
い
た
。
古
い
方
は
、
下
級
で
あ
り
、
主
要
な
役
人
に
は
、
ト

レ
ジ
ャ
ラ
ー
、
そ
の
書
記
（
主
任
会
計
士
で
あ
り
、
主
任
現
金
呂
納

係
）
、
そ
し
て
二
人
の
財
務
府
の
チ
ェ
イ
ソ
バ
レ
イ
ソ
が
い
た
。
そ
の

ほ
か
、
前
記
憲
記
や
チ
ェ
イ
ソ
バ
レ
イ
ソ
の
助
手
な
ど
小
役
人
も
活

躍
し
て
い
た
。
か
れ
ら
は
、
ド
ゥ
ー
ム
ズ
デ
イ
・
ブ
ッ
ク
の
保
管
を
や

っ
た
り
、
や
首
②
昌
9
ぴ
の
保
管
を
し
た
り
、
シ
ェ
リ
フ
か
ら
納
入
さ
れ

た
金
額
を
示
す
木
製
の
割
符
を
管
理
し
た
り
、
国
庫
に
つ
い
て
も
責

　
　
　
　
　
　
⑥

任
を
持
っ
て
い
た
。
ド
レ
ジ
ャ
ラ
！
や
財
務
府
の
チ
ェ
イ
ソ
バ
レ
イ

ソ
は
、
上
級
財
務
府
に
も
繊
止
し
た
。
こ
こ
に
は
、
首
相
格
の
ジ
ャ
ス

テ
ィ
シ
ア
、
チ
ャ
ン
セ
ラ
ー
、
コ
ン
ス
タ
プ
ル
、
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
が

出
席
し
、
会
計
検
査
を
厳
重
に
行
っ
た
。
こ
の
上
級
財
務
府
に
出
席

す
る
貴
族
を
〃
財
務
府
の
バ
ロ
ン
”
と
呼
ぶ
。
ま
た
こ
の
上
級
財
務

府
も
整
備
さ
れ
て
、
下
図
の
よ
う
に
席
順
も
き
ま
っ
て
お
り
、
シ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

リ
ブ
か
ら
の
．
．
｛
幾
ヨ
O
h
窪
o
o
O
量
身
．
、
を
監
督
し
た
。
こ
の
席

上
で
、
シ
ェ
リ
フ
は
、
霞
分
の
請
負
っ
た
金
額
を
支
払
う
こ
と
に
な

る
。
ま
ず
イ
ー
ス
タ
の
と
ぎ
、
半
額
納
入
し
、
こ
の
と
ぎ
、
割
符
を

も
ら
う
。
こ
の
割
符
に
は
、
き
ず
が
つ
け
ら
れ
て
、
ひ
と
湯
で
、
納
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入
金
額
が
わ
か
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
た
α
そ
し
て
残
り
半
分
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ミ
カ
エ
ル
祭
の
と
き
に
お
さ
め
れ
た
。

　
な
お
、
ヘ
ン
リ
ー
二
世
当
時
に
な
れ
ば
、
ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
附
属
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

土
地
、
つ
ま
り
官
職
附
属
の
土
地
も
み
い
だ
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
が
、
財
務
府
の
全
貌
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
も
ヘ

ン
リ
ー
二
世
の
と
き
に
は
、
役
人
糊
度
が
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

推
定
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
財
務
府
は
、
毎
年
、
・
・
カ
エ
ル
祭
に
、

嘗
℃
o
巴
○
巖
ω
（
σ
q
域
①
暮
鴨
9
尻
O
h
昏
。
①
×
o
げ
㊦
ρ
β
巽
）
を
作
っ
た
。
こ

の
文
盆
篇
は
、
古
く
は
ヘ
ン
リ
ー
一
世
治
世
一
二
十
⊥
年
（
　
一
三
〇
年
）

の
も
の
が
現
存
し
て
い
る
が
、
ヘ
ン
リ
ー
二
世
治
世
二
年
　
（
一
一
五

五
年
）
以
降
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
、
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

こ
の
財
務
府
の
体
制
整
備
が
お
し
は
か
ら
れ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
こ
の
役
人
体
制
の
か
な
め
を
な
す
財
務
府
、
こ
の
財
務

府
の
長
官
、
ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
菊
搾
げ
二
二
蒙
欝
翼
粛
臨
の
国
家
に
対

す
る
考
え
方
を
、
か
れ
の
著
書
二
巴
○
α
q
蝦
ω
α
①
ω
0
9
0
0
9
菖
。
の
な

か
で
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
彼
の
経
歴
を
簡
単
に
な
が
め
て
お

こ
う
。
父
は
、
ヘ
ン
リ
ー
一
世
の
財
務
府
の
長
官
累
お
2
0
｛
国
ぞ

で
あ
り
、
イ
リ
で
養
育
さ
れ
、
こ
こ
で
教
育
も
う
け
た
。
そ
し
て
、

o
｝
卑
陣
。
鳥
㏄
ρ
巳
鷲
①
霧
♂
ω
臼
一
楽
。
同
ざ
と
な
り
、
　
一
一
五
八
年
父
が

買
い
と
っ
た
ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
の
ポ
入
ト
を
彼
に
与
え
た
。
こ
れ
は
リ

チ
ャ
ー
ド
が
二
八
歳
の
時
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
一
一
七
八

年
『
財
務
府
対
話
篇
』
を
書
き
、
そ
の
後
は
、
裁
判
宮
と
し
て
も
活

躍
し
た
。
根
っ
か
ら
の
役
人
と
い
っ
て
よ
い
。
ヘ
ン
リ
ー
一
回
時
代

の
閑
。
σ
q
鎮
○
隔
ω
巴
δ
σ
舞
ざ
翼
一
α
q
鉱
。
剛
講
ξ
と
周
様
、
世
俗
役
人

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
経
歴
を
持
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
か
れ
は
、
そ
の
序
文
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
　
神
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
諸
権
威
に
は
、
全
幅
の
恐
れ
を
も
っ
て
、
服

　
尊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
従
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ

　
な
ら
、
神
に
よ
ら
な
い
権
威
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
主
権

　
者
と
し
て
の
王
や
他
の
権
威
に
っ
か
え
る
こ
と
に
よ
り
、
神
の
諸
法
を
維

　
持
す
る
の
と
、
牧
師
と
し
て
の
性
格
と
は
調
和
し
、
矛
盾
は
し
て
い
な

　
い
。
…
…
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
王
権
の
栄
誉
が
示
さ
れ
た
優
秀
さ
の

　
み
な
ら
ず
、
か
れ
ら
の
地
位
に
よ
っ
て
羅
王
に
加
わ
る
こ
の
世
の
富
を
擁

　
籍
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
王
に
奉
仕
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
栄

　
誉
が
与
え
ら
れ
る
し
、
こ
の
栄
誉
は
権
威
に
つ
な
が
る
。
国
王
の
権
威
は
、

　
気
ま
ぐ
れ
な
雷
の
消
長
に
依
存
し
て
い
る
。
當
を
欠
く
も
の
は
轍
の
餌
食

　
に
な
る
し
、
窟
を
持
つ
も
の
は
、
敵
を
餌
食
に
す
る
。
こ
の
欝
は
、
い
つ

　
も
、
法
の
厳
格
な
手
続
に
よ
っ
て
、
国
王
自
身
の
も
の
で
は
な
く
、
時
に

　
は
か
れ
ら
の
国
の
法
か
ら
、
時
に
は
か
れ
ら
の
心
の
な
か
に
あ
る
秘
密
の
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工
夫
か
ら
、
晴
に
は
単
な
る
気
ま
ぐ
れ
の
権
力
か
ら
生
れ
る
の
だ
け
れ
ど

も
、
家
園
は
、
国
王
の
行
為
を
疑
問
視
し
た
り
、
非
難
す
る
権
利
は
も
た
な

い
。
…
…
も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ
れ
は
、
主
に
、
思
慮
分
別
、
堅
忍
不
抜
、

中
庸
節
制
、
公
明
正
大
や
他
の
諸
美
徳
で
も
っ
て
、
王
国
が
統
治
さ
れ
、

法
律
が
保
持
さ
れ
て
い
る
の
を
し
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
理
由
で
、

こ
の
世
の
支
配
者
は
、
全
権
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
実
施
し
な

　
　
　
　
　
⑫

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
最
初
、
聖
書
ロ
マ
書
十
三
章
一
や
ペ
テ
ロ
第
二
の
手
紙
二
章
十
一
二

な
ど
を
引
用
し
て
、
神
政
君
主
捌
理
念
を
証
明
す
る
と
き
の
常
套
句

が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
世
俗
君
主
の
活
動
、
か
れ
を
頂
点
と
す
る

世
俗
的
活
動
に
全
幅
の
信
頼
を
よ
せ
、
こ
れ
に
対
す
る
役
人
の
滅
私

奉
公
を
と
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
王
を
絶
対
視
し
、
国
家
の
、
徳

に
も
と
づ
い
た
正
し
い
活
動
に
国
家
存
在
の
意
味
を
み
い
だ
し
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

家
理
念
の
世
俗
化
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
財
務
府
の
発
達
は
、
　
『
軍
役
代
納
金
』
の
欄
度
を
ま

　
　
　
　
　
　
⑭

す
ま
す
促
進
さ
せ
、
そ
の
な
か
に
も
ち
ろ
ん
宗
教
領
主
も
い
る
が
、

封
建
領
主
へ
の
軍
事
的
依
存
度
を
減
少
さ
せ
、
さ
ら
に
国
王
権
の
絶

対
化
へ
の
道
を
一
歩
前
進
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
国
王
権
の
強

化
は
、
国
王
の
城
郭
と
領
主
の
城
郭
の
＝
五
四
年
か
ら
一
二
一
六

年
ま
で
の
比
率
の
変
化
を
み
て
も
よ
く
わ
か
る
。
R
・
A
・
ブ
ラ
ウ

ン
に
よ
れ
ば
、
一
一
五
四
年
国
王
の
城
郭
関
九
に
対
し
、
領
主
の
そ

れ
は
二
二
五
と
実
に
五
倍
も
多
か
っ
た
の
に
く
ら
べ
て
、
一
二
一
六

年
に
は
、
九
三
対
一
七
九
と
、
二
倍
に
ま
で
さ
が
っ
て
い
る
。
ヘ
ン

リ
ー
二
世
の
時
代
に
お
け
る
王
権
の
拡
大
が
如
実
に
し
め
さ
れ
て
い

る
。　

さ
て
、
ヘ
ン
リ
ー
二
世
の
時
代
は
、
財
務
府
の
発
展
に
特
微
が
あ

る
が
、
裁
判
制
度
の
発
展
に
お
い
て
も
み
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

ま
さ
に
、
D
・
M
・
ス
テ
ソ
ト
ン
の
い
う
「
ア
ン
ジ
ュ
ヴ
ァ
ン
の
大

躍
進
」
の
時
代
で
あ
り
、
E
・
パ
ー
カ
ー
は
、
こ
の
裁
判
制
度
の

成
長
や
ク
ラ
レ
ソ
ド
ソ
法
に
み
ら
れ
る
領
家
と
教
会
の
意
識
的
な
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

離
の
な
か
に
、
近
代
国
家
の
芽
ば
え
を
み
つ
け
だ
し
て
い
る
。
つ
ま

り
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
基
本
的
な
法
コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
確
立
さ
れ
た
時

代
で
あ
愚
・
か
れ
は
・
祖
父
ヘ
ソ
リ
⊥
世
が
導
入
し
た
巡
回
裁

判
官
制
度
を
完
成
さ
せ
、
私
的
な
封
建
的
な
裁
判
権
を
破
壊
し
、
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

地
係
争
を
含
む
民
事
裁
判
を
国
王
裁
判
所
に
訴
え
さ
せ
た
。
こ
の
よ

う
に
し
て
、
コ
ー
ト
よ
り
第
二
の
分
技
一
第
一
の
二
面
は
財
務
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

－
民
訴
裁
判
所
が
分
辛
し
て
い
っ
た
。
ヘ
ン
リ
ー
二
世
が
、
こ
れ

ら
裁
判
活
動
を
十
分
に
遂
行
し
得
た
の
は
、
徐
々
に
増
撫
し
つ
つ
あ

128 （778）
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る
法
律
家
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
前
提
と
し

て
、
こ
の
当
時
生
れ
つ
つ
あ
っ
た
学
校
（
北
フ
ラ
ン
ス
に
多
い
）
で

研
究
を
積
ん
だ
専
門
的
職
業
法
律
家
が
、
行
政
官
と
し
て
手
腕
を
発

揮
し
、
国
王
の
行
政
・
裁
判
事
務
を
処
理
し
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
専
門
家
の
な
か
に
、
こ
の
司
法
改
革
の
担
当
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

（
か
つ
、
お
そ
ら
く
発
案
者
）
で
あ
り
、
ヘ
ソ
リ
…
二
世
治
世
末
年

に
は
、
整
備
さ
れ
た
役
人
体
制
の
総
括
者
と
し
て
の
ジ
ャ
ス
テ
ィ
シ

ア
と
な
っ
た
菊
ρ
降
凪
騰
○
㌶
導
く
芭
が
注
目
さ
れ
る
。
か
れ
は
、
一

一
六
三
一
一
一
七
〇
年
弱
！
ク
シ
ヤ
の
シ
ェ
リ
フ
、
一
一
七
一
二
年
ラ

ソ
カ
シ
ヤ
の
シ
ェ
リ
フ
、
　
一
一
七
五
年
再
び
ヨ
ー
ク
シ
ヤ
の
元
の
ポ

ス
ト
に
か
え
り
ざ
い
た
。
　
こ
の
さ
い
、
　
国
王
は
、
　
か
れ
を
国
王
裁

判
所
の
裁
判
官
と
巡
回
裁
判
官
に
任
命
し
、
＝
八
O
年
に
は
ジ
ャ

ス
テ
ィ
シ
ア
に
任
命
し
、
こ
う
し
て
ラ
ヌ
ル
フ
は
国
家
の
中
枢
に
す

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
経
歴
か
ら
も
、
国
王
の
忠
実
な
役
人
と

し
て
の
結
論
が
躍
如
と
し
て
い
る
。
こ
の
か
れ
が
三
斜
。
冨
9
ω
α
Φ

冨
σ
Q
3
霧
Φ
け
。
8
ω
器
2
巳
巴
び
話
お
σ
q
巳
貯
μ
σ
q
ぎ
①
（
二
G
。
刈
ム
回
。
。
り
）

を
あ
ら
わ
し
、
こ
の
轡
は
、
ブ
ラ
ク
ト
ソ
に
よ
り
克
服
さ
れ
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

訴
訟
手
続
に
関
す
る
書
物
と
し
て
権
威
を
持
ち
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

か
れ
は
、
高
級
役
人
と
し
て
、
国
家
の
存
在
そ
の
も
の
に
は
、
疑
問

を
感
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
宗
教
的
基
礎
づ
け
に
は
こ
だ

わ
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
か
れ
は
、
園
家
理
念
そ
の
も
の
を
、
ジ

ョ
ン
・
オ
ヴ
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
よ
う
に
は
、
正
面
き
っ
て
は
論

じ
て
な
い
。
た
だ
、
全
体
と
し
て
訴
訟
手
続
が
詳
細
に
の
べ
ら
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
よ
く
読
め
ば
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
国
王
至

上
権
－
国
王
三
体
が
最
高
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
思
想
一
を
示
す
文

章
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
一
定
の
領
域
内
に
お
い
て
は
、
ひ

と
つ
の
明
確
な
主
権
者
（
ω
⊆
℃
⑦
隅
一
〇
鴫
）
が
い
か
な
る
辺
境
の
地
域
で
あ

ろ
う
と
、
中
心
部
と
に
か
わ
ら
ず
権
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
考
え

　
　
㊧

で
あ
る
。
グ
ラ
ソ
ヴ
ィ
ル
の
場
合
、
す
べ
て
の
裁
判
は
、
圏
王
よ
り

与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
そ
れ
を
監
督
す
る
権
利
は
、
国
王

に
残
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
言
葉
を
か
え
て
い
え
ば
、
世
俗
君

主
権
に
よ
る
一
元
的
支
配
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
権
利
に
関
す
る
上
述
の
訴
訟
は
、
毒
接
に
、
か
つ
最
初
に
、
主
な

る
国
王
の
法
廷
に
も
ち
こ
む
。
そ
し
て
、
上
述
の
よ
う
に
裁
か
れ
そ
し
て

決
裁
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
時
々
、
こ
の
権
利
に
関
係
す
る
あ
る
訴

訟
が
、
最
初
に
主
な
る
国
王
の
法
廷
に
は
こ
な
い
場
合
が
あ
る
が
、
色
々

な
種
類
の
法
廷
が
、
権
利
の
欠
如
を
証
鋸
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
こ
か
ら
う

つ
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
舎
、
ま
ず
州
裁
判
所
に
う
つ
さ
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れ
、
そ
こ
か
ら
、
す
で
に
の
べ
ら
れ
た
色
々
な
理
由
に
よ
り
、
主
な
る
鷹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
王
の
霊
要
裁
判
所
に
う
つ
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
著
書
の
序
文
に
は
、
も
っ
と
明
確
な
、
国
王
絶
対

権
を
認
め
る
一
文
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
か
れ
は
、
ロ
ー
マ
の
法
律
学

者
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
の
法
諺
「
戸
主
の
嘉
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
法
の

力
を
持
つ
」
を
引
用
し
て
、
国
王
の
意
志
は
法
に
等
し
く
、
国
内

で
の
な
ら
ぶ
こ
と
な
き
権
力
を
み
と
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
神
の

代
理
者
と
い
う
考
え
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
領
域
内
で
は
、
最
高
の
人

（
ぴ
①
斜
創
）
で
あ
る
と
い
う
理
念
が
よ
み
と
れ
、
国
家
理
念
の
世
俗
化

　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

　
最
後
に
一
言
つ
け
加
え
て
お
け
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
こ
の
権
利
が
み

と
め
ら
れ
る
の
は
、
十
三
世
紀
末
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
早
熟
性
が

目
立
つ
。

　
こ
の
よ
う
に
ヘ
ン
リ
ー
二
世
の
画
革
に
お
け
る
役
人
体
制
の
発
達

は
、
顕
著
で
あ
り
、
次
世
代
の
リ
チ
ャ
ー
ド
一
世
の
時
に
は
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

王
が
不
在
で
あ
っ
て
も
（
不
在
率
九
五
％
ー
ク
ラ
イ
ム
ズ
の
算
定
）
、
イ

ギ
リ
ス
王
国
の
発
展
は
順
調
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
役
入
体
制
の

発
達
を
背
景
と
し
て
、
王
国
の
基
礎
の
ひ
弱
さ
を
門
神
的
基
礎
」
に

求
め
る
こ
と
に
こ
だ
わ
る
必
要
が
な
く
な
り
、
リ
チ
ャ
ー
ド
．
フ
ィ

ッ
ツ
ニ
ゲ
ル
や
ラ
ヌ
ル
フ
・
グ
ラ
ソ
ヴ
ィ
ル
が
い
う
よ
う
に
、
　
君
主

権
力
は
絶
対
的
で
あ
り
、
そ
の
存
在
は
疑
う
余
地
の
な
い
も
の
で
あ

る
と
い
う
世
俗
霧
主
万
能
の
理
念
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
中
央
行
政
組
織
を
主
と
し
て
の
べ
て
き
た
が
、

最
後
に
、
地
方
行
政
組
織
と
く
に
シ
ェ
リ
フ
の
こ
と
を
附
言
し
て
、

ヘ
ソ
リ
；
二
世
の
役
人
体
節
の
確
立
を
う
か
が
い
み
て
お
く
。

　
プ
テ
ィ
・
デ
ュ
タ
イ
は
、
W
・
A
・
モ
リ
ス
に
よ
り
つ
つ
、
ヘ
ソ
リ

！
二
世
時
代
に
は
、
シ
ェ
リ
フ
は
、
・
圏
王
の
意
志
に
よ
り
、
ほ
と
ん

ど
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
近
代
的
な
型
の
役
人
に
か
え
ら
れ
た
と
し
、

中
央
集
権
化
を
暗
示
し
て
い
る
。

　
段
階
的
に
綜
毒
す
れ
ば
、
一
　
ア
ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
時
代
－
地

方
大
領
主
、
二
　
征
服
後
一
国
王
よ
り
任
命
さ
れ
た
が
世
襲
化
し
、

大
領
主
の
手
中
に
入
る
、
三
　
ヘ
ン
リ
ー
一
世
－
国
王
が
信
頼
し
、

監
視
可
能
な
人
物
に
で
き
る
だ
け
ゆ
だ
ね
る
、
四
　
ヘ
ン
リ
ー
二
世

－
特
に
一
一
七
〇
年
以
後
、
中
流
階
級
よ
り
人
材
を
集
め
、
国
王
に

従
属
的
な
役
人
と
な
る
、
と
し
、
地
方
組
織
の
中
央
集
権
化
を
示
し

　
　
⑳

て
い
る
。

　
最
後
に
、
こ
の
魯
魚
、
第
一
級
の
思
想
家
ジ
室
ソ
・
オ
ヴ
・
ソ
ー

ル
ズ
ベ
リ
…
が
、
こ
れ
ら
ヘ
ソ
リ
…
二
世
ア
ソ
ジ
ュ
ヴ
ァ
ソ
王
朝
の
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新
王
国
組
織
に
直
面
し
て
、
ど
の
よ
う
な
国
家
観
を
い
だ
く
よ
う
に

な
っ
た
の
か
を
℃
○
瓢
。
導
詫
。
諺
を
材
料
に
し
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
　
①
S
・
B
・
ク
ラ
イ
ム
ズ
・
遅
引
洋
太
郎
・
小
松
茂
夫
・
杉
原
泰
雄
訳
『
イ
ギ
リ

　
　
　
ス
憲
法
史
』
日
本
評
論
祉
、
一
一
〇
頁
。
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．
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③
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ギ
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史
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総
魏
篇
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、

　
　
　
工
六
五
頁
。
最
も
宵
い
介
枝
…
財
務
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（
図
嶺
。
げ
o
ρ
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。
脱
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の
項
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。
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．
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ω
ら
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⑦
H
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．
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三
巴
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ω
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、
鵠
ζ
雰
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O
ジ
濁
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ぎ
ゆ
⊆
①
門
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ρ
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も
や

　
　
ω
⑦
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o
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①
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．
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ω
N
避
糖
昌
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刈
舟
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げ
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麟
符
の
習

　
慣
か
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も
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の
当
時
の
文
欝
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度
金
が
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定
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き
る
。

⑨
o
ダ
q
。
冨
。
・
。
静
ぎ
碕
。
o
・
ε
．
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．
．
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．
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．
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℃
．
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．
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．
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．
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．
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搾
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＜
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・
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①
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罫
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．
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鉱
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。
仲
。
蔓
ー
ワ
．
3
卜
。
．

⑱
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
訟
削
為
書
、
二
六
六
頁
以
下
。

⑲
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
・
前
掲
書
、
三
五
頁
・
注
（
三
）
。

⑳
V
　
国
．
㎏
．
♂
く
O
ω
ゴ
円
げ
①
｝
岱
加
江
〇
一
曽
同
ω
げ
騨
噂
　
垂
直
団
”
α
¢
一
ρ
⇒
9
H
O
①
0
…
H
悼
ω
N
・
℃
や

　
鰹
：
伍
ら
。
．
か
れ
グ
ラ
ソ
ヴ
ィ
ル
は
、
前
任
蒋
男
ぎ
げ
9
肖
伽
衛
①
U
目
。
睡
と
同
じ
く
、

　
暴
。
審
珍
ぽ
＆
巴
繊
身
で
あ
り
、
同
様
に
、
園
王
へ
の
無
類
の
忠
誠
が
、
出
世

　
の
原
動
力
と
な
っ
た
（
同
憂
、
三
八
買
）
。
菊
δ
7
簿
裁
儒
①
U
9
沸
仲
ず
。
一
〇
蜜
ゆ
一

　
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
も
ら
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

〔
⑳
∀
　
国
昌
O
｝
δ
｝
O
℃
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①
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．
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噛
O
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O
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諸
O
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＜
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。
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ジ
雪
ン
・
オ
ヴ
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
王
権
理
念

　
ジ
ョ
ン
は
、
お
そ
ら
く
中
位
の
社
会
層
出
身
の
牧
師
と
考
え
ら
れ
、

一
二
二
〇
年
代
後
半
よ
り
＝
四
七
年
越
で
、
シ
ャ
ル
ト
ル
や
パ
リ

の
新
興
の
学
校
で
教
育
を
う
け
た
の
ち
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
の

ク
…
リ
ア
に
入
り
、
し
ば
ら
く
は
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
で
、
一
一
五
〇
一

三
年
に
は
、
ロ
ー
マ
で
、
教
皇
の
書
記
な
い
し
教
皇
庁
づ
め
の
大
司

教
使
節
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
の
後
一
一
五
三
な
い
し
四
年
に
、
帰

撫
し
、
大
司
教
の
有
能
な
書
記
と
し
て
働
き
、
ベ
ケ
ヅ
ト
と
と
も
に

亡
命
、
か
れ
暗
殺
後
は
、
シ
ャ
ル
ト
ル
の
司
教
と
な
っ
た
。
そ
の
間

に
、
カ
ノ
ン
法
や
ユ
ス
チ
ニ
ア
ヌ
ス
法
典
の
手
ほ
ど
き
を
う
け
て
い

　
　
　
　
　
①

た
と
思
わ
れ
る
。
本
節
で
と
り
あ
げ
る
勺
○
賦
臼
ρ
ぼ
ε
ω
　
（
『
政
治
家

　
②

の
書
』
）
が
か
か
れ
た
の
は
、
一
一
五
九
年
で
あ
り
、
ア
ソ
ジ
ュ
ヴ
ァ

ソ
世
俗
国
家
が
ま
さ
に
建
設
途
上
で
あ
り
、
権
力
の
大
き
さ
を
痛
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
感
じ
た
と
き
に
か
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
書
物
は
、
当
時
王

国
の
中
枢
に
い
た
O
ン
9
D
澤
。
①
嵩
○
巴
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ケ
ッ
ト
に
さ
さ
げ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
『
神
の
国
』
以
来
の

最
初
の
本
格
的
な
国
家
論
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス

改
革
後
の
国
家
観
を
理
解
す
る
う
え
で
、
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
書
物
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
十
二
世
紀
後
半
の
、
つ
ま

り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
治
学
導
入
後
、
神
学
的
証
明
を
超
越
し

た
新
国
家
観
、
国
家
自
体
の
道
徳
的
性
格
を
肯
定
す
る
世
俗
的
国
家

観
が
成
立
す
る
が
、
そ
れ
以
前
の
、
国
家
観
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
通
説
に
よ
れ
ば
、
ジ
ョ
ン
は
、
包
括
的
な
キ
リ
ス
ト
教
的
な
共
和

国
（
話
の
℃
‘
望
8
ρ
o
鐸
齢
鉱
鳥
餌
コ
欝
）
を
想
定
し
た
。
こ
れ
は
、
か
れ

に
よ
れ
ば
、
ラ
テ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
圏
と
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
全

信
者
の
団
体
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
頂
点
に
は
國
民
や
王
国

を
超
越
す
る
教
皇
を
お
き
、
教
皇
の
法
は
、
無
条
件
の
服
従
を
要
求

す
る
も
の
と
し
た
。
さ
ら
に
鴛
主
の
剣
を
振
る
う
権
力
は
、
坐
職
者

の
手
よ
り
受
け
と
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
　
し
た
が
っ
て
、
　
画
定
の

主
要
任
務
は
、
悪
の
撲
滅
に
あ
る
。
こ
の
目
的
実
現
の
た
め
統
治
し

て
い
る
と
き
、
そ
の
支
配
者
は
、
神
性
の
化
身
（
夢
Φ
一
票
2
σ
q
①
○
団

蝕
三
等
身
）
と
な
り
、
さ
ら
に
国
王
の
意
志
は
、
神
の
法
に
依
存
し

て
い
た
の
で
あ
り
、
王
権
の
、
神
か
ら
の
由
来
を
明
ら
か
に
し
て
い

④る
。
ま
さ
に
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ヴ
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
は
、
十
二
世
紀

に
お
け
る
政
府
に
関
す
る
教
権
的
理
念
の
代
弁
者
、
つ
ま
り
、
グ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ゴ
リ
ウ
ス
派
の
代
表
老
で
あ
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ジ
ョ
ン
の
ポ
リ
ク
ラ
テ
ィ
ク
ス
の
な
か
に
流
れ
る
思
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想
は
、
国
家
が
、
上
位
に
あ
る
教
会
に
奉
仕
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

伝
統
的
な
教
権
湖
的
な
理
念
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
ま
た
否

定
で
き
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
切
な
の
は
、
　
ロ
ー
マ

で
活
躍
し
て
、
お
そ
ら
く
、
教
権
綱
的
な
敷
治
思
想
以
外
は
知
ら
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
れ
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
家
の
現
実
に
直
面
し
た

と
き
感
じ
た
お
ど
ろ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
由
来
す
る
国
家
観
の
修
正

　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
が
い
う
よ
う
に
、

ジ
ョ
ン
の
ポ
リ
ク
ラ
テ
ィ
ク
ス
は
、
ノ
ル
マ
ソ
人
が
も
た
ら
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
、
つ
ま
り
、
限
定
は
さ
れ
て
い
る
が
、
中
央
集
権
化
さ
れ
た
王
国

も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
ら
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ

と
い
う
新
し
い
体
制
を
、
理
論
的
に
組
入
れ
た
も
の
と
し
て
把
握
で

き
な
い
の
だ
ろ
う
⑳
し
た
が
・
て
・
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
・

『
政
治
家
の
書
』
を
分
析
し
て
み
る
必
要
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
そ
こ
で
、
次
に
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
よ
り
分
析
し
よ
う
。

　
ヘ
ル
ピ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
ジ
ョ
ン
は
、
勺
。
｝
8
窮
ぼ
。
霧
の
な
か
で
、

　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ヨ
　
　
も
　
　
も

〃
支
配
者
は
、
人
民
の
同
意
か
あ
る
い
は
ま
た
神
的
な
任
命
に
よ
っ

て
、
職
務
に
就
き
う
る
と
し
て
も
…
…
”
〃
人
民
の
主
権
的
権
利
の

承
認
は
、
教
会
の
地
上
権
力
に
対
す
る
優
越
の
強
調
と
結
び
つ
い
て

い
る
〃
と
し
、
ジ
ョ
ン
の
な
か
に
流
れ
て
い
る
人
民
主
権
理
念
を
認

　
　
　
⑧

め
て
い
る
。
ま
た
ホ
イ
ジ
ソ
ガ
も
、
そ
の
講
演
「
前
ゴ
シ
ッ
ク
精
神

の
人
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
し
の
な
か
で
〃
君
主
は
ー
ー
彼
は
こ

こ
で
も
古
代
誓
学
者
の
口
吻
を
真
似
て
い
ま
す
が
一
…
法
律
を
尊
重

し
、
彼
が
自
ら
そ
の
し
も
べ
で
あ
ろ
う
と
思
う
民
衆
の
意
志
に
従
っ

て
統
治
を
行
う
。
彼
は
、
個
人
の
形
で
現
わ
さ
れ
た
公
け
の
権
利
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

あ
り
、
あ
た
か
も
神
の
権
威
の
現
世
的
模
像
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
”

と
の
べ
ら
れ
て
お
り
、
人
民
を
、
国
家
理
念
の
中
に
導
入
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
国
王
と
国
民
の
契
約
と
か
、
国
王
に
無
関
係
な
団
体
と

か
の
考
え
方
は
し
て
お
ら
な
か
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
人
民
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
か
と
思
え
ば
、
他

方
〃
す
べ
て
の
こ
と
は
、
君
主
の
み
の
思
慮
分
別
に
よ
っ
て
決
裁
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
〃
と
し
て
、
　
『
財
務
府
対
話
篇
』
の
著
者
と
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
と
を
主
張
し
、
世
俗
君
主
権
の
絶
対
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
複
雑
に
思
想
が
入
り
ま
じ
っ
て
い
る
の
で
、
も
う
少

し
ま
と
め
て
、
J
・
デ
ィ
キ
ン
ソ
ソ
に
即
し
て
、
ジ
ョ
ン
の
王
権
理

念
を
整
理
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
か
れ
は
、
国
王
の
性
格
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
つ
ま
り

一
国
王
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
共
和
国
（
O
O
ヨ
ヨ
○
⇔
ノ
＜
①
餌
一
十
財
）
の

代
表
者
で
あ
る
（
五
章
二
、
五
四
〇
1
一
頁
…
｝
・
℃
・
叢
σ
・
降
①
一
評
ぎ
一
。
α
・
一
山

晦
§
日
ω
お
ρ
甘
霞
屋
。
。
ω
9
お
ω
σ
。
昌
⑦
湧
幽
ω
）
、
二
　
国
王
は
、
こ
の
国
の
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共
通
の
利
益
の
管
理
老
で
あ
り
、
公
約
性
格
を
お
び
て
い
る
（
四
章

二
、
五
一
四
；
五
）
、
三
　
國
王
は
、
人
民
の
下
僕
と
し
て
自
分
自
身
を

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
（
四
章
一
、
五
；
丁
四
）
、
四
　
国
王
は
、
官
職
保

有
者
で
あ
り
、
彼
の
行
動
は
、
自
分
自
身
の
も
の
で
は
な
く
、
国
王

が
そ
の
な
か
に
立
つ
d
諄
く
。
お
搾
霧
な
い
し
は
、
組
織
化
さ
れ
た
共

同
体
の
も
の
で
あ
っ
た
（
五
章
脳
、
台
替
闘
i
八
）
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
考
え
方
は
当
時
復
活
し
つ
つ
あ
っ
た
ロ
ー
マ
法
思
想
と
同
列
に
考

え
ら
れ
、
人
艮
の
代
表
老
と
し
て
の
、
か
つ
僕
と
し
て
の
国
王
理
念

で
あ
っ
た
。
こ
の
思
想
は
、
次
世
紀
に
は
、
最
も
オ
…
ソ
ド
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

な
思
想
と
な
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
五
　
国
王
の
権
威
は
、
肉
や
血

よ
り
生
れ
る
の
で
な
い
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
王
権
の
地
曳
に
さ
い
し

て
も
、
祖
先
へ
の
尊
敬
は
、
長
所
や
美
徳
を
圧
倒
し
な
い
の
で
あ
る

（
四
章
三
五
＝
パ
ー
八
）
と
し
て
、
国
王
の
世
襲
権
を
否
定
し
、
国
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
、
人
民
出
席
の
も
と
に
選
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
暴
君
（
ξ
鑓
暮
）
は
、
殺
害
し
て
も
よ
い
と
い
う
σ
、
護
⇔
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

巳
。
置
①
の
思
想
の
持
主
で
も
あ
り
、
人
民
の
反
抗
権
も
認
め
て
い
る
。

ジ
ョ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
理
念
の
世
俗
化
の
ひ
と
つ
の
表
現
で

あ
る
人
民
主
権
論
理
念
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
る
か
と
思
え
ば
、

ま
た
別
の
と
こ
ろ
で
は
、
一
　
君
主
は
、
こ
の
世
に
お
け
る
神
の
化

身
（
四
章
一
、
蕉
；
ア
四
）
で
あ
り
、
二
　
統
治
す
る
権
利
（
冥
一
三
甲

霞
唄
）
は
、
人
民
に
よ
る
の
で
は
な
く
神
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と

し
て
、
　
〃
全
権
威
は
、
神
に
由
来
す
る
。
廊
下
が
持
っ
て
い
る
権
威

は
、
そ
れ
ゆ
え
に
神
か
ら
で
あ
っ
て
、
か
れ
は
、
常
に
従
属
し
た
手

を
通
じ
て
、
そ
れ
を
行
使
し
た
〃
（
四
章
一
、
五
；
丁
悶
）
、
三
　
君

主
の
権
威
は
、
悪
を
罰
し
、
善
を
た
た
え
る
た
め
に
神
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
（
四
章
一
）
、
四
　
君
主
は
神
の
支
配
に
よ
り
、

共
和
国
の
頂
点
に
お
か
れ
た
も
の
あ
り
（
五
な
六
、
五
四
八
…
五
四
）
、
五

　
か
れ
は
神
の
み
に
従
属
し
、
こ
の
世
に
お
い
て
は
神
を
代
表
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

そ
の
職
務
を
執
行
す
る
聖
職
者
に
従
属
し
て
い
る
（
．
五
章
二
）
と
し
て
、

国
王
を
神
の
代
理
者
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
王
の
義
務
を
長

女
と
論
じ
て
い
る
。
実
に
ポ
リ
ク
ラ
テ
ィ
ク
ス
の
大
部
分
は
、
こ
の

国
王
の
義
務
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
国
王
は
、
自
分
の
臣
下
の
安
寧
と
安
全
の
た
め
必
要
な

こ
と
を
す
べ
て
行
い
、
臣
下
に
と
っ
て
父
で
あ
り
夫
で
あ
る
べ
き
で

あ
り
（
四
章
三
）
、
役
人
の
悪
行
を
抑
圧
し
（
五
章
＋
）
、
公
け
の
安
寧
の

手
段
処
理
に
全
責
任
を
持
ち
（
六
章
二
四
）
、
自
分
の
統
治
す
る
全
共
同

体
に
は
、
い
か
な
る
不
幸
な
も
の
が
お
ら
な
い
よ
う
に
支
配
す
べ
き

で
あ
る
（
六
章
六
）
と
し
、
オ
ッ
ト
大
帝
即
位
式
の
誓
約
と
類
似
し
た
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イギリスにおけるグレゴリウス改革と園家観の’世俗化（鈴木）

見
解
を
の
べ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
、
人
民
主
権
論
と
は
別
の
、
い
わ

ば
、
近
代
に
な
れ
ば
こ
れ
と
は
相
対
立
す
る
、
国
王
権
の
℃
㌶
ほ
㌣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

零
び
鉱
な
性
格
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
と
も
か
く
、
荊
者

を
通
じ
て
共
通
し
、
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
國
王
は
善
政
を
ひ

か
な
け
れ
ば
、
退
位
を
強
制
さ
れ
て
も
し
か
た
が
な
く
、
か
つ
善
政

を
条
件
に
、
芸
子
へ
の
梢
続
権
が
ゆ
る
さ
れ
、
人
民
の
安
寧
、
平
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

維
持
、
正
義
の
確
保
を
保
証
し
な
け
れ
ば
、
暴
碧
と
し
て
排
斥
さ
れ
、

ま
た
そ
の
善
政
を
ひ
く
た
め
の
二
王
の
義
務
が
か
れ
の
著
書
の
大
部

分
を
構
成
し
て
い
る
な
ど
、
国
王
の
倫
理
的
・
道
徳
的
行
為
に
力
点

を
お
い
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
三
世
の

よ
う
に
国
家
を
悪
な
る
も
の
と
し
て
否
定
し
さ
ら
ず
に
、
基
礎
に
は
、

神
の
存
在
を
お
き
な
が
ら
も
、
国
王
は
、
善
政
、
い
い
か
え
れ
ば
倫

理
的
活
動
を
追
求
し
て
い
る
と
き
に
は
、
そ
れ
蜜
体
で
存
在
理
由
を

持
つ
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
国
家
は
最
高

善
を
追
求
す
る
が
ゆ
え
に
、
最
高
の
共
岡
体
で
あ
る
と
し
た
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
の
国
家
観
に
一
歩
近
づ
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
ジ
ョ
ン
は
、
こ
の
よ
う
に
矛
盾
し
、
中
世
後
期
に
は
、
そ
の
調
整

に
苦
心
を
す
る
で
あ
ろ
う
、
種
々
な
王
権
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
、

披
歴
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
当
時
の
中
世
人
が
懐
き
う
る
す
べ

て
の
政
治
理
念
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
、
叙
述
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

後
世
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
理
念
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
道
を
た
ど
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

相
対
立
す
る
立
場
を
持
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
か
れ
の
な
か
に
は
、
こ
の
よ
う
に
、
教
皇
の
至
上
権
を
と
な
え
て

み
た
り
、
王
権
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
み
た
り
、
人
民
の
存
在
に
注

意
を
向
け
て
み
た
り
し
て
、
混
乱
し
て
い
た
の
で
る
が
、
こ
の
混
乱

の
な
か
に
、
彼
本
来
の
信
念
の
動
揺
が
み
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ

⑳う
。
つ
ま
り
、
一
一
五
三
年
ま
で
フ
ラ
ン
ス
や
ロ
ー
マ
で
活
躍
し
、

教
皇
庁
と
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
ジ
ョ
ン
は
、
教
皇
庁
公
認
の
政

治
理
念
に
多
大
の
影
響
を
う
け
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の

か
れ
が
、
一
一
五
三
年
に
帰
英
し
、
目
の
あ
た
り
に
、
一
一
五
四
年

よ
り
始
ま
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
二
世
治
下
で
の
強
力
な
新
国
家
の
建
設
、

自
信
あ
ふ
れ
る
ア
ン
ジ
ュ
ヴ
ァ
ン
国
家
体
欄
を
観
察
し
、
イ
ギ
リ
ス

社
会
は
教
会
の
指
導
で
は
な
く
、
政
府
に
指
導
さ
れ
て
お
り
、
さ
き

に
の
べ
た
法
制
度
、
財
政
機
構
を
通
じ
て
、
人
民
た
ち
の
意
志
を
強

制
し
、
領
主
、
司
教
、
騎
士
、
農
民
な
ど
す
べ
て
が
、
王
権
を
軸
に

し
て
動
い
て
い
る
現
実
に
直
面
し
た
と
き
、
こ
の
動
き
か
ら
か
れ
は

自
由
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
の
現
実
に
お

さ
れ
て
、
王
権
の
重
要
性
、
　
『
財
務
蔚
対
話
篇
』
と
岡
一
視
さ
れ
る
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世
俗
君
主
権
の
評
価
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
の
い
う
世
俗
的
な
行
政
の
重

要
性
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
N
・
カ
ン
タ
ー
が
の
べ
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
教
権
的
理
念

に
そ
い
な
が
ら
も
、
国
家
の
目
的
は
真
理
を
認
知
し
、
行
徳
を
報
い

る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
い
い
か
え
れ
ば
、
国
家
の
員
的
を
徳
の
追

求
に
も
と
め
、
こ
れ
を
し
て
い
る
と
き
に
は
、
国
家
は
そ
れ
膚
体
で

存
在
理
由
を
持
つ
こ
と
を
認
め
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、

悲
観
的
な
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
的
国
家
観
か
ら
の
さ
さ
や
か
な
離
反
の

第
一
歩
と
い
え
よ
う
。

　
く
り
か
え
す
が
、
こ
の
意
味
で
、
ジ
翼
ソ
は
、
中
世
高
温
に
お
け

る
政
治
上
の
変
化
一
世
俗
君
主
制
の
成
長
…
に
直
面
し
、
こ
れ

と
妥
協
し
た
最
初
の
教
会
派
政
治
理
論
家
と
い
え
よ
う
。
伝
統
的
な

教
権
制
的
な
国
家
観
を
す
て
き
れ
ず
、
そ
う
か
と
い
っ
て
、
新
興
の

社
会
の
指
導
者
、
世
俗
君
主
を
も
無
視
で
き
ず
、
両
嚢
を
、
調
和
し

て
、
国
家
に
道
徳
的
性
格
を
附
与
し
た
か
れ
の
解
決
方
法
は
、
中
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

よ
り
近
代
へ
の
転
換
の
第
一
歩
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
次
世
紀
に
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
治
学
が
導
入
さ
れ
、
こ
の

国
家
理
念
の
世
俗
化
が
大
い
に
促
進
さ
れ
る
が
、
ま
さ
に
か
れ
は
、

こ
の
素
地
を
な
し
た
も
の
と
い
え
る
。

①
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。
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．
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イギリスにお砂るグレゴリウス改革と国家観の世俗化（鈴木）
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ら
れ
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ried　oll　with　Si－fan西番；before　the　20th　of　Hwz8－wu．洪武around　in

Srkrch，uan四川，　KUei－ChOu貴州and　Yim－nan雲薦WaS　itS　CeRter，　a磁

after　the　tline　it　was　shifted　to　Shan－si陳西．　In　the　26th　of　Hung－aκ

the　SyStem　bf‘Chin－P’ai－3初ヲ物，「金牌信符」丸VaS　eStabliShed，　by　Whlch

abou£one　milion　Chin斤of　Pa－ch’a品品in　Sxti－ch’uan　should　be　brou－

ght　to　three　Ch’a－ma－sgdi茶、百司圭n　Ho－chou河州，　T’ao－chouミ兆州　and　Si一

η勿9． ｼ瓜by　C勧π廊軍夫every　three　years，　and　was　exchanged　fol’

about　14，000　horses；　which　had　been　continued　till　it　was　stopped　in

the　14th　of　C］zeng－t’ung正統．　This　is　so．called　Kuan－p露n官運，　which

exp1ains　that　tea　and　horse　trade　in　the　early　Ming　was　under　the

’strong　controll　of　government．

　　SiBce　Ch’2・ng’一hua磁化，　however，　the　production　of　Han－ch’a漢茶in

Shan－si　ptik　deveioped　tremendously，　which　was　brought　to　the　Clfa－

ma－s罐by　merchants　after痴e　3rd　of　Hung－ch’ih弘治，　that　is，　there

began　the　so－ca1．led　Shang－ptn商運．　after　that　year，　the　lst　of　C雇％8「

t2正徳，　the　way　of‘Kuanshang－tuzfen’官商対分was　established，　wh圭ch

means　that　a　ha廷of　tea　which　arrived　at　the　Ch’a－ma－szu茶馬司Was

given　te　merchants　who　were　admitted　to　sell　by　theinselves．　This

way　pressed　in．ctirectly　the　regular　tea　and　horse　trade，　and　better　tea

or　herses　were　oc’cupied　by　the　hands　of　merchaRts　；　which　became　the

圭mportant　object　fol”Mai・chieh買解of　Pei－yung備用horses　recognized

oMcially　slnce　the　2nd　of　Cheng－te　under　the　system　of　Min－chien－tzu－

mas民間華牧in　inland．

The　Gregorian　Reform　and　the　Secu茎arization　of　the

　　　　　　　　　　Monarchy．Conception　in．　England

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　From　the　Theocratic．Monarchy　to　the　Secular　Monarchy

　　　　　　by

Toshial〈i　Suzuki

　　The　conception　of　the　monarchy　in　the　early　medieval　ages　was　the

theocratic　monarchy　or　royal　theocracy，　based　on　the　friendly　relations－

hips　between　kings　and　churches　because　of　offering　the　latter’s　ser－

vices　to　the　royal　administration　on　the　one　hand　and　of　the　illiteracy

of　lay　society　on　the　otner’liai2d．　ln　Eng｝and　Edw2rd　the　Confessor’s

and　Conqueror’s　regime　were　typical　ef　this　monarchy．　But　in　the

．｝atter　half　of　the　eleventh　century　this　theocratic　kingship　was　attacl〈ed

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（818）



by　the　Gregorian　Reform　which　insisted　that　’狽?ｅ　monarch　was　not

derived　from　God，　but　from　men　who　had　been　igororant　of　God．　On

the　side　of　kings　two　kinds　of　expressions　of　the　crieicisms　against　this

radica1　Gregorian　attack　may　be　considered．

　　The　first　of　the　direct　criticism　against　this　attack　was　one　by　Anony－

inous　of　York，　Hugh　of　Fleury　and　lvo　of　Charti’es，　who　took　the　reac－

tionary　position　expatiating　on　the　early　medieval　tradition　of　the　theo－

cratic　kingship．

　　The　second　criticism　appeared　in　ancl　after　the　investiture　contest，

namely　in　the　reigns　of　Henry　1　and　II，　and　was　based　on　the　secu｝ar

bureaucratic　attitude　which　knew　no　sanction　beyond　the　king’s　wi1；

（Richard　Fitz　Nigel　and　Ranulf　Glanvi11）　on　the　one　hand　and　on　the

philosoplaical　attitude　which　admitted　the　moral　quaiities　of　the　s£ate

along　with　the　traditional　hierocratic　theory　（John　of　Salisbury）　on　the

other　hand．　This　secularizalion　of　monarchy－conception　was，　1　thinl〈，

forced　by　the　secularization　of　the　monarchy　itself　after　the　end　of　the

Gregorian　Reform．

Fishing　aBd　Hunting　People　and　Reindeer－breeding　in　Siberia

by

Shinji　Sait6

　　A　normadic　people　is　divided　roughly　into　two　groups；　one　who　bre－

eds　horses，　sheep　and　others　in　tlae　arid　region，　the　other　reindeers　in

the　frigid　zone．　These　two　groups　have　the　fundamental　difference；

the　former，　contiguous　to　£he　humid　region　or　oasis，　has　the　rela£ion　to

agriculture，　and　tlie　latter，　seperated　from　the　agricu1turai　region，　to

fishing　and　hunting．　ln　tundra　and　taiga，　ehe　original　culture　was

formed　on　the　basis　o’S　hunting　of　wild　reindeers　and　fishing　en　the

sea　and　river．　Even　after　the　commencement　of　reindeer－breeding，

this　cultural　pattern　did’@not　change　in　substance．　The　reindeers　had

a　inarked　tendencey　to　be　bred　as　a　burden　or　draft　aRimal　in　taiga

and　as　a　supplement　for　huRting　and　fishing　in　the　tundre　be1t．　The

way　how　reindeer－breeding　is　originated　has　been　！argely　unknown，

but　according　to　the　Soviet　etlmologists　it　is　within　the　range　of　pos－

slbiiity　that　its　origin　in　the　southerR　Siberia　under　the　influence　oii

cattle－breeding　in　the　arid　region．　The　culture　in　the　centra！　Asia

（817）


